



このたびは、コンタックス日45をお買い上げいただ 
さあ0びとラございます。 

このカメラは作品づくりの可能性を追巧すると同時 
に 、 Carl Zeiss レンズの秀でた巧写力をさらに弓 I き 
出すために 日 x 4.5 cm フォーマッ トを酬した才ート 
フォー カスー眼 レフ システムカメラです。さ5に次の 
ような!掛もございますので、ご使用になる前にこの 
麵説明書をよくお読みいただき、正しい取り巧いで 
素永くご愛用ください。 


この取扱説明書の説明内容は 、 CONTAX 64己ボディに AE プリ 
スムフアインダー、120/220フイルムインサートおよびプラナー 
T * 目 0 mm 巧付きで巧っています。他の CONTAX 巨4已用一目良 
レフ対応カールツアイス交換レンスを装着した塌合ち特に記載び 
ない限り懂用方法は同じです。 


①才ートフォー カス （ AF )、 マニュアルフォー カス ( MF ) 
を被写体に応じて自在に使い分け可能 
⑤カールツァイス T * レンズ性能をフルに引き出す高速 
シャッター搭載 

⑤ フイルム平面性を格段に向上さはるリアルタイムバキ 
ュームシステム（別売） 

④スト□ボ光を事前に測光する r プレフラッシュ TTL 測 

光 J 

⑥ 撮影データ記録機能 



この取扱説明書は、図のよラにして各部の名称と照5し合わせて 
読むことびでさます。 
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各部のを澈 


測光切り替えレバー ( P 巳日) 


視度謂整つまみ ( Plb ) 

フィルムタイプ表示窓 CP 30) 
フィルムカウンター窓 （ P 3 日） 

スト□ポプレ発光レバー ( P 64> 
シャッターダイヤル （ P 31) 

巧出モードレバー ( P 3 日)’ 

巧出モード□ック解除ボタン CP 30) 
バルプ専用ケーブルレリーズ 
ソケット （ P 4 目） 

吊りを具 ( P 97) - 

メインスイッチ （ P 19) 

シャツターボタン （ P 32) 



ケープルスイッチソケット （ P 91)' 


-専用スト□ボ接点 

-ダイレクト X 接点 

アクたヴ IJ - シュー ( P 巳 9) 


-巧出補正ダイヤル （ P 巳 2) 
-A • B • C レバー ( P 巳 6) 


-レンズ指標 CP 16) 

-マウント 

レンズ取りはずしボタン （ P 16) 


-殺り込みボタン （ P 73) 

——たルフタイマー LED ( P 68) 
グリップ （ K ッテ U - 室） CP 17) 
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(才ート露お撮影) 


1 フィルムパック、ファ 
インダー、レンズを力 
メラボディに取り付けま 
ず。 （ P 12、 14、 16) 



2 巧池を入れまず。 
(P17) 



3 フイルム感度をセツ 
卜しまず。 （ P 26) 



4圧板の指煩をフイルムの 
4種類にさねせ、フイルム 
を入れまず。 （ P 27 —己 9) 
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5 引きふたを巧いて引き^ メインスイッチを " ON " にし、シャ つ ドライブモードを" S "、 フォーカス 
ふたポケットに入れま〇ッターボタンを巧してフィルムを1 , ダイヤルを•ち"にセットしまず。 
ず。 枚目まで巻き上げまず。 （ P 29) ( P 31、36) 





































絞り優先才ート撮影 （ P 43) 
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度出モードを " Av " にして、 
絞りをセットしまず。 （ P 43) 


¢1ピントを合わせ、宿図を 
ソ^決めて拓がしまず。 




( P 34-40) 




9 ピントを合わせ、括図を 
ミ关めておがしまず。 
( P 34-40) 


ッター優先オート撮影 ( P 44) 






















を全に関ずる表示について 

この取巧説明街では、このカメラをを全に使用していただくため 
に、なのような表示をしでいまず。巧容をよくお読みいただを、 
正しく使用してくだごい。 


逆^ま意 


このマークは、製品を正しくお使いいただけなかつ 
た場合に、製品の使用者等び傷害を負う危険およ 
び物的損害の発生び想定されることを示します。 


A 酱告 


このマークは、製品を圧しくお巧いいただけなかつ 
た場をに、製品の使用者等が死こまたは重傷を商 
う可能性び想定されることを示します。 


取り巧い上のごま意 

〈カメラ使用上の注意> 

• このカメラは防水梢造になっていませんので、雨天や水中で 
は使用できません。万一水に施れてしまったときは、早めに 
当社サービスステーションにお持ち<ださい。 

• レンズやファインター接眼部などにゴ S • ぶコ I 」がある場合 
は、ブ□ワーで軽く吹き飛ばすか、柔らかいレンズ刷毛で軽 
くは5い、指紋などがついた場含はむやみに拭かず、市販の 
レンズ紙などで軽く拭いてくだごい。またミラー面の DS や 
ホコリは、レンズ刷毛で軽く化う程度にしてください。 
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• 本巧のミちれを落とすとさは、菜らかな巧などで拭いて<ださい。 
ベンジンやシンナーなどの有機溶剤は本体破損の原因にな D ま 
すので娩対に使用しないでくださし V . 


A 注意 


• 海岸やほこりのをい所での幡お後は、カメラをよ 
く清掃してください。潮風は金属を腐食し逗テ图 
路の斷線、ショートの原因となり、発煙、発乂を 
起こすこともあります。また砂ぼこ D は内部機描 
の作載)不良を起こします。 

• 寒いところか日急に隨かい室内に持ち込むと、レ 
ンズびくもることびあ0ます。しばらくするとく 
もりは消えますび、繰り返し巧ラとレンズやボディ 
内部に水滴び生じます。水滴は里子回路の削線、 
ショートの原因とな0、発煙•発乂を起こすこと 
をあります。急激な温度変化はできるだけ避けて 
<ださい。 

• カメラは精密な逗子機器です。逗子回路の断線に 
よる発煙-発火や機墙の破損の原因となる落下や 
衝巧は避けて < ださい。 

• 海外旅行や結婚式など大切な播影のとさは、前もつ 
て作動の確認、またはテストおがをしてから使用 
してください。また、予備の巧池巧巧巧してくだ 
さい。 















A 酱告 


カメラや巧池が黙くなる、煙が出る、焦げ臭いなど 
の異常を感じたときは、速やかに躍池を取り出して 
くだごい。火がや乂巧の原因となります。（堤池を取 
り出す際、乂巧には十分ご;主ち<ださい。） 

カメラを分解、改造しないでください。离逗圧がか 
かり感据する恐れがあります。 

ストロボ粮影時、ストロボを人の目（とくに乳幼児） 
に近づけて粮おしないでくだごい。目のおくででス 
卜□ボを発光ずると視力頃害を起こすを険性があり 
ます。 

カメラで、太陽や強い光源を直接見ないでくださし、。 
視力跨害を起こす危険性びあります。 

移動しながらの撮影はおやめください。特にフアイ 
ンダーを瑕さなびら移動すると事故の原因になりま 
す。 

結影時は被写体に気をと b れすざずに、周囲の状況 
にち十分まなをは b つてくださし、。 

ストラツフが首にきさ付くと危険です。ルさなお子 
なびストラップを首に掛けないよラにごまを<だご 
い。 


シャッタ ー 巧について 

シャッター惡は非常に薄い材質ででをています。絶巧に指で突い 
たり輔れたり拭したりしないでください。□ミやホコリを取り除 
くのにブ□ワーを使用するとをは、轄く吹き飛ばす程度にしてく 
ださい。強く吹くと変おや破損の恐れがあります。ボンべタイフ 
のブ□ワーは絕対に使わないでください。 


急にカメラが作動しなくなったとき 

外部の強力な静逗気等げ原因で、極めてまれにカメラが作動しな 
くなることびあります。このような場合は、メインスイッチを 
日 FF にし、一さ逗池を取0出して、もう一度入れ直してからご使 
用ください。 


〈カメラの保管について> 

• 里い場所（なの海辺、直射曰光下の車内など）に長時間おい 
ておくと、フィルムゃ谭池の性能を低下させ、カメラにち惠 
お密を及ぼしますので放置しないでください。 

• カメラを長期間使わないときは 覃 池を取り出しておいてくだ 
さい。壁池の液漏れなどによる事故を防ざます。 


A 注意 


• カメラは湿気やほこりのある場所や防虫剤のある夕 
ンス、実験室のように薬品を扱うところを避け、風 
通しのよいところに保奮してくだごい。堤子回路の 
巧線、ショートの原因となり、発煙■発乂を起こず 
ことをお0ます。 
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〈里ミ也取り巧い上のま意 > 

• 谭池は一股に、低温になるにしたがって一時的に性能び低下 
します。寒冷地での使用の前泼はカメラを防寒具や巧服の巧 
側に入れるなどして f 呆温してください。なお愤溫のために性 
能の低下した猩池は、常温に房ると回復します。 

• 瑶池の +— 極が汗や油などでミち打ていると、接魄不良をおこ 
す原因にな0ます。乾巧でよ<拭いてか5使巧して<ださい。 
• 長期の旅行などには、予備の新しい壁池を用意してください。 
• 瑶池の+— を間逆えて入れるとカメラは作動しません。 

|~ ♦ 金巧製のピンセットのような導巧性のあるをので逗 
A ミ主意 極に魄れないでください。逗池の消耗を早めるだけ 

でなく、 シヨート してち横です。 
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• 次:のようなことは絶対にしないでください。最池び 
破製し火ぶ、けびや周囲をミち損する原因となります。 
のこのカメラで指定されている涅池 iU 外は、1 ま用し 
ないで < ださい,， 

を逗池を火の中に入れた0、巧霉ショート、分解、 
加熟は絶対にしないでくださし、。 

'ろ新しい巧池と使用した逗池、違ミメーカーや他の 
禮類の逗池を混ぜて使わないでください。 

A 酱告 d 単3アルカリ乾霉池や 2 CR 己（色 V リチウムお池） 
は充霉禁止です。絶対に充逼しないでください。 

• 远池を廃棄する場合は、接点にテープをおるなど絶 
緣してください。虎棄後化の金属と接雜すると、破 
裂、発乂の原因となります。 

• 巧池は幼児の手の届かないところに壺いてくだごい。. 
万一おミ也を飲み込んだ場合、霞池が壊打て语池の液 
で青、腸などび損傷する恐れびありますので、直ち 
に医師と相談してください； 


〈アクセサリー使用上のごま意> 

• 偏光フィルターは円偏光フィルターをご使用ください。 





カゾラの胃と 

mm 巧 



フィルムバックホルタ'-はフィルム室のことで、] 2 日/ 
22 日 フィルムインヴート MFB -1 A または22 日 バキューム 
フィルムインヴート MFB -1 B にフィルムを装慎してホル 
夕‘一に入れて使巧します。撮影途中でち自由に力ラボ 
ディに取り付け y 取0はずしがでさますので予備のセッ 
卜をお持ちになると次の よ ラな撮影でちすぐに対応がで 
さます。 

①カラーやモノク□フィルムまたは感度の異なるフィル 
ムなどを必要に応じて極り分け5れます。 

③予備のホルダーにフィルムを入れておくと、素早く予 
備のホルダーに交換することびでき、とざれることな 
く撮影がでをます。 


シャッター*について 

シャッター霜は精密部品ですので、絶対に指で蘭れたりフィ 
ルムの先端で突いたりしないで<だごい。 

また、フィルムバックホルダーをカメラボディか5取りはず 
しておくときは、シャッター幫保護のため必ずカメラボディ 
の I 」アキサツプをかぶせておいて < だごい。 


フィルムバックのメ f ホルダーに、フィルム化粧箱のふたを 
切り取って入れておくと、使用フィルムの種別びわかり、2 
個しソ上のフィルムバックホルダーを使用するとさに便利です。 


0はずし 




接続金具 


取巧盡具受け 
お付金具 


接続金具巧 


〈取り付け〉 

取り付ける前に力 ラボディの I 」アキヤップとフイルム 
バックキャップをはずしてください。 


1 カメラボディ側下部の取付金具受けにフイルムバッ 
クホルダー下部の取付金具を正確にはめ込みまず。 


2 フィルムバックホルダーを下に押しつけなが5、フ 
ィルムバック上部の接続金具巧をカメラボディの接 
続金具に確実に□ックされるまで差し込みまず。 





3 引をふたを抜さ取り、カメラバックの引をふたポケッ 
卜に差し込みまず。 

引をふたボケットは左ちどちらからでを差し込めます。 

• ボケットへの差し込みび不十分ですと紛失の恐れびあ0ます。 

しっかりと固定されるまで與へ差し込んでくだごい。 

• 引さふたは、フィルムバックホルターがカメラボディからはず 
れているときは、抜くことがでをません。 


引きふたを差し込み□から抜を取5ないと、シャッターを切る 
ことができない稱造になっています。 



〈取りはずし〉 

1 引さふたを引きふた差し込み口に、"カチッ"と□ッ 
クごれて止まるまで差し込みまず。 

差込□はグレーの枠内です。 

• 引さふたが完全に差し込まれていないとを全□ックが働さ、力 
メラボディから取りはずせない摘造になっています。 


2 フィルムバック□ックボタンを矢げ方向に回して巧 
し込み、フイルムバックを取りはずしまず。 
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AE ブリズムファインダーの驭0巧け /A 



〈取り付け〉 

まず、ファインダーのキャップとカメラボディのトップ 


キヤッブを取りはずします。 


1 ファインダーの取が指標"*"ぞカメラボディの 
取け指標" I "に合わせ、ファインダーをカメラボ 
ディにはめ込みまず。 


2 ファインダーを前方へ"カチッ"と音びしてロック 
ずるまでスライドしまず。 



〈取りはずし〉 

1 フアインダー取りはずしレバーを矢げ方向に回しな 
が5ファインダーをを方にスライドごせまず。 


2 ファインダーの取け指標" •" をカメラボディの 
取付指標" I "にをわせファインダーを上方向へ巧 
いて取りはずしまず。 

♦ファインダー取りはずしレノ 、一か 5指を離すとレノ（一は自動的 
に元の位置に戻0ます。 

• おりはずしたをは、カメラボディ及びファインターにそれぞれ 
の保護キャッブをひぶせておいてください. 


















〈アイカップ F -6 の取り伸す〉 


1接眼リングを図のよラに回してはずしまず。 


2 アイカップを接眼部に取り付けて、接眼リングをね 
じ 込んで固定ください。 


〈視度調整〉 

このファインダーには視度調整機おび内蔵されていまず。 
視度調壁つまみを回転させて、ファインダー内中央の円 
びはっきり見えるよラに調整してください。 

調整範囲は 一 2.0D 〜+!，□□(ディオプター）です。 


♦ブリズムファインターの視度調酱機橘の蹈固内で視度調整がで 
きない場合は、別売の視度補正レンズ FM タイプをご利用くだ 
ごい。 


視度調整節囲は表のよラになりまず。 


視度補正レンズ 

なし 
FM-3 
FM + 2 


調整範囲 

-2.0D 〜 +1.0D 

一已. 0D 2.0 D 

0D 〜 + 3.0D 


視度補正レンズの取り付けかた 

カメラの接眼リングをはずして視度補正レンズをねじ込 
みます。 

• 取りはずした接眼リングは、なくさないよラに保管してくださ 

し、。 
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レンズの取 0 巧け/取 0 はずし 



〈取り付け〉 

まずカメラのボディキャップとレンズの後キャップをそ 
れぞれに回してはずしまず。巧にレンズ側のマウント指 
標とカメラ側のレンズ指標にさわせてはめ込み、時計方 
向に"カチッ"と音がして止まるまで回して取り付けま 
ず。 
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〈取りはずし〉 

レンズ取りはずしボタンを押しなび5レンズを反時計方 
向に止まるまで回し、前方に引を出してはずしまず。 

• レンズ着脱の際、レンズ面やボディ内部に軸れないでくだごい。 
• フィルムが入っている状態でレンスを着脱するときは、直射曰 
光を避けてください。 

• カメラボディか5はずしたレンズにはレンズキヤッブとをキヤ 
ッブ、またカメラボディにはボディキヤッフをかぶせで保護す 
ることを忘れないでください。 

















wa の入れかた 


このカメラはフィルム善き上げ、きさ取り、シゎッターなどの機褐び電池 
で作動するよラになっています。巧池び入っていないと作動しません。 



1 カメラ底部のバッテリー室眉脱ノブを起こし、" ♦" 
マークを " S " に合わせ（©— ミ)）、グリップを 
はずしまず。 

親指でクリップ後部を矢印①のち向へ巧しなび5、人差 
し指でヴリップ前部を矢印感のち向へ引くとはずれます。 


2 6 V リチウム畢地 （2 CR 已）をグリップ內バッテリー 
室の +- 表示に従って正しく奥まで入れてくださし、。 

3 グリップをカメラの取り巧け部に含わせてはめこみ 
まず。そして眉脱ノブの"♦-マークをに合 
わせて閉めて<ださい。 
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0 f ッテリーチェック> く 巧 巧の巧巧時期> 

m 

逗池を交換してくだごい。 



〈バッテリーチェック〉 

堪池を入れた後、カゾラを一度作動ごせてください。ファ 
インダー内表示に‘‘ fl" (バッテリー 装告 マーク）び表 
をされなければ、電池の電圧は正常です。 
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〈電池の交換時期〉 

ファインダー巧表示に" Q’’ マークが点灯したら、里池 

交換の時期です。メインスイッチを "OFF" にしてから 

新しい電池と交換してくだごい。 

• "日’’マークが点打してからを攝おはできまずび、すみやか 
に山池を交換してください。霉池容證が使用限界を超えると、 
‘日’マークび点滅または全表示が消灯し、力;^ラは作動しな 
くなります。 

• 逗池によってはその性質上、装着時一時的に靖圧び低下し、 
■白’マークび点灯することびあります。新品逗池装着後すぐ 
に"日’’マークび点口した場含は、一度;^インスイッチを 
— OFF " にし毎—度 ON にしてくだごい。この操作を行って-白— 
マークび消えたらそのままお使いいただけます。 



タインスイツチ 





電源の " OFF "、" ON " および " AEL " ( AE □ック）の 
切り替えを行いまず。 

• 誤作動を巧ぐためメインスイッチは、ク U ックの位憂にとめて 
ご使用 < ださい。 

OFF :ホマークが見えないとさ 

カメラの電源が切れ、 OFF のが態になっています。カメ 
ラを使わないときは、不用意にシャッターび切れないよ 
ラにメインスイッチを OFF にしてください。 


" ON " 7-ク 

カメラの電源が入ります。 

" AEL " マーク 

逆光での撮影や、動く被写体を一定の露出で連続撮影す 
るなど、盛出を固定 （AE □ック） したいと きに使います。 
• 。羊しくは P 己4をごぉ< ださし、 
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ファインダー巧表示 


〈ファインダー内表示〉 にの図は説明のために全情報を表示したをので実隙の表示とは異なります。） 



ファインダー内表ちは、次の操作をしたとをに表示され、 
1日秒間表示したあと自動的に消える省電設計になってい 
ます。 

1. メインスイッチを日 N したとを。 

2. メインスイッチ日 N のが態で、シャッターボタン半 
押しで表示されます。 

また表示中にダイヤル等を切り曾えたとさは、表ちは 
さらに]日秒間延長されます。 


〈ファインタ’一内表示〉 

ファインダー内表示は、絞り、シャッタースピードなど 
の表示の他に、フォーカス表示や露出メーターなどが表 
示される、情報集中ファインダーです。 

の スポット測巧節图 

② フオーカスフレーム 

オートフォーカス時にピントを合わせを巧ラ範囲です。 

③ プレ発光 TTL スト□ボ測光節囲 

図中点線の節囲 
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4 バッ テリー酱告マーク"日" 

霉池の交操時期を表示します。 

5フイルムカウンター 

フィルムの撮影枚数を表示します。また、次のよラな 
表/: R ちしぶす。 

• 点灯：フィルムバックげ装憲ごれでいません。 

• ‘00— 点灯：フィルムげ入っていません。 

• ’’— E " 点滅：フィルム普き取り完了/空送り失敗。 

• わルフタイマー作動残り時間 

• AB ’ C 撮を時の撮影順序 
曰測光マーク"扣" 

次の表示をします。 

中央重点平均測光のとさ：“ []" マークが点'灯します。 
スポット測光のとさ： "[♦]’’ マークが点口します。 

中央重点平均測光で AE □ック：- []" マークび点滅 
します。 

スポット測光で AEn ック：マークび点滅します。 

/スト□ボ マーク 

TLA フラッシュシステム使用時、巧里が完了すると 
マークび点'灯します。また TTL 調光が的醒に行わ 
れたときは撮影後に2秒間点臧します。 （P6 日） 


ぶ合焦 マー ク 

"• 点'灯：被写体にピントび合っています。 

"" 点減：ピント合わせがでさません。 

感 絞り値 

絞り値は、使用レンズの絞り節囲巧で1/2段階ごとに 
値が表示されます。ただし、1/2段のさらに間で作動 
するときは近い1/2段値で表示されます。（たとえば絞 
り値が f3.3 のとさは "3 .己’’と表示されます。） 

絞り 軽 先オート撮影 (Av) とマニュアル撮影 （ M) の 
ときはセットした絞り値を、シャッター優先オート振 
驗 (Tv) のときはシャッタースピードに応じた絞り値 
を表示します。また、シャッター優先オート撮,影時に 
は露出アンダー酱告（開放絞り値点滅）と、露出才一 
ノ（一 酱告 (最ル絞り値点滅）を表示します。 

* "一一’’が点灯しているときはレンズ未装着です。 

* スボット測光昭、開放絞り値まには嚴ル絞り値 1；( 外 
の絞り値び点滅するときは、測光範囲外です。 
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颇シャッタースピード 

シャッタースピードは次のよラに表示されます。 

シャッタースピードは]/4日日日秒か532砂までが表 
示され ’‘4000" は]/4000が、、 "12 己’’は]/12己砂'、 
"8"" は8秒を表します。 

力少ラの露出ちードが "Av" のときは絞りに応じた値 
を1/2段階ごとに、 "Tv" "M" のときは t ットした値 
を表术しまず。 

"X" にセットしたときは "9 日"が表示されます。 

"B" にセットしたときは "buLb" と表示されます。 
また、飯り粒先才ート撮影時には露出アンダー 警告 
(‘ ‘32" ’’ 点減）と、盛出才ーバー置告（‘‘4日日日"点 
ミ威）を表示します。 

* スポット測光昭、 "32" または "4 日日日" LU 外のシ 
ャッタースピードび点滅するときは測光範囲がです。 
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0語出メーター 

撮影モードによりなの表示をします。 


1.オート函出活巧時 
(Tv、Av、 モード） 

露出補正塞:を表示します。 
例；+1 .0EV 補正 



2. マニュアル巧出播巧時 
( M モード） 

マニュアル盛出設定値と 
測光値の經出差を表示 
例： 2EV1； {上アンダー 

3. スト□ボプレ^時 

ストロボメー ター 表示 
例： a7EV 才ーバー 







7 20 / 220 フイルム についで (巧めておも 



3己 mm カメラに使巧するフィルムは、フィルムパト□一 
ネに入っていますび、 120CI— ルフィルムは遮光紙を重 
ねたフィルムを、220□—ルフィルムは遮光祇につない 
だフィルムをスプールに巻さ付けた構造になっています。 
また、フィルムの巻さ上げ、巻さ取りは別の空さスプー 
ルに巻き付けて行います。 35 mm フィルムとは取り巧い 
や装填方法び異なりまずのでご注意ください。 



〈フイルムを入れるときのごま意> 

①トップシールは完全に取り除いてください。 

③スプールのつばにある巧をカメラの巻さ取0軸にをね 
せて正しく差し込まないと、巻さ太0や螺旋がになつ 
て光漏れや給送トラブルの原因とな0ます。 

③フィルムの遮光祇先端部を、巻さ取りスプール軸の溝 
に差し込んだあと、巻さおりび確実に行われるよラに 
溝ひら先端部を飛び出させて矢印ち向に折り巧げ、ス 
プールを回転させてしっか0巻さ付けます。 
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④ 


スタート7—ク 



イ:遮光紙のスタートマーク（矢印）はスタートマーク指 
標に正しく合わせてください。スタートマーク指標よ 
り大幅に巧を過ざると、最後のコマが画面ざれになる 
ことがあります。またフイルムの種類によっては、遮 
光紙に点線マークが出た後で、スタートマークび出て 
くるをのちあります。点線に合わせないで必ずスタート 
マーク（矢印）に含わせてください。 
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〈フイルムを取り出ずときのご注意> 

1. 撮影終了體フィルムを取り出すとさは、きさ付けがゆ 
るまないように指でしっかりつまみ、フィルムを押さ 
えなび5取0出します。 

2. 取り出したフィルムは遮光紙の先端を内側に巧り巧 
げ、巻を取0び緩まないよラにしてエンドシールを湿 
5せて貼0イ寸け固定します。 







バーコードシステム対応フイルム 


イージー□—デイング巧巧 


パーコード 



イ—ソ— □一 了ィ 

ング槐格 マーク 


バーコードシス 
テム巧応マーク 


フック 


わ 1 1 I け/ 

Hu 點ぞが 


バーコードシステムとイー 
ジー□—デイング対応フイ 
ルムは、このマークび目印 
です。フイルムの化粧箱に 
表示ごれています。 



遮光紙 


〈バーコードシステム巧応フィルムの使用について〉 

バーコードシステム対応のフィルムを使用すると、次の 
ようにフィルム装填が簡単になります。 

I あらかじめフィルム感度ダイヤルを’‘一’’にセットし 
ておくと、フィルム空送りのときバーコードを読みと 
り、フィルム感度を自動的にカメラにセットします。 

2フイルム装墳時のスタートマーク合わせび不要です。 


イージーローディング機構について 

遮光紙をスブール谓に差し込むだけで團単-確実なフィ 
ルム装壇びでをます。遮光紙先端部のホールをスプール 
溝に設けたフックに引っかける構造です。 


自動セツトされたフィルム感度の表示について 

AE プリズムファインタ’一装着時、 S ラーアツブ状態で 
絞り込みボタンを}甲ずと、ファインダー内表示に自動 
セツトされたフイルム感度を表示します。 
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フイ)レム感度のセツ h のしかた 



フィルム感度□ック解除ポタンを巧しなが5フィルム感 
度ダイヤルを回し、フィルム感度値を指標に合わせまず。 

設定範囲はに日6〜6400 (1/3 段ごと）です。 
バーコードシステム対応フィルム （ P 2 曰）の場合はオレ 
ンジ色の"一’にセットしてください。 

■ “一"じセッ S 時、バーコードのないフイルムを入れると侶〇 
1日曰に自動たッ S とれまず。 


タイヤルを示とに〇値 （* は自が投定） 

ダイヤル表示一日 ♦ • 12 • • 25 • • 50 • • 100 • • 200 • • 400 • • 800 • • 1600 • • 3200 •• 6400 
に日植 幸 810 16 20 32 40 64 80 125160 250 320 500 640 10001250 2000 2500 4000 5000 
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フイ JU ムの入れかた 



1 フィルムバックホルダーの裏ぶた開放ノブを起こし 
矢印方向に回して、裏ぶたを開けまず。 


2 120/220フィルムインヴートを取り出します。 

中央部を図のよラに指でつまむと□ックが辭除され 
ますので、そのまま取り出してくだごい。 

3 圧板を部の指標おをつまみ、矢印方向に引き出し回 
おさせ、" ▲" マークを使用ずるフィルムのタイプ 
(120 または 220) に合わせてセットしまず。 



全卷遮光紙がある12日□ールフィルムと、前後端のみ遮光紙が 
ある220□—ルフィルムでは、ピント位置が異なります。本機 
では圧板位 畳を 切り曾えて適正なピントび得弓れるよラになつ 
ています。 必ず圧巧位■を正しく切り替えてくだごい。 

4 スプール巧さえ板を開さ、空のスプールを下側のフィ 
ルム曹を取り卽に差し込み、スプール巧さえ板で固 
定しまず。 


•スプール側面の巧をフイルム卷き取り軸に正しくをネコ 
せてはめ込んでくださし V ,正しく合わせないと、卷を上げ'巻 
き取り故障の原因になります。 
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5 未撮影フイルムを上側のフイルム装填軸に差し込み、 
スプール巧ごえおで固定しまず。 


6 フィルムの遮光紙を約 12 cm 位引き出し、図のよう 
に圧板の外側にそって卷き付け、遮光紙先端部を下 
測の巻を取り用スプールの溝に差し込みまず。 

• 遮光紙は引き出しすぎないようにしてくだごい。引き出しずぎ 
た場合にはスフールがさえ板を開さ、フィルムをスフールごと 
取りはずし、巻き戻してください。この時フィルムの當き具合 
が緩むと、焉光しますのでごま意ください,， 


巻き取りマ 




8スタ—トマ_ク 


ス ター 
マー ク指標 


巻き取りギア 


つ 遮光紙先端部溝か5先端部を溝か5飛び出ごせて矢 
/印方向に巧り巧げ、普き取り用スプールを1回転ご 
せて抗り卸ず部を遮光紙の內側にしっかりきき込みまず。 

* バーコードシステム刘応のフィルムを巧用ずる場合は、次の目 
項の操作は不要です。そのまま日頃へ進んでくだごい，:， 

8 フィルムの中央部を指で超く巧ごえなが5、きき取 
りギアを回してスタートマークが出てくるまで巻き 
取り、スタートマーク指標に含わまず。 









9 フイルムインサートの 
着賊ポタンをつまんで 
フイルムパックに入れま 
ず。 

入れた後、着脱ぼたんを押 
し込んで"カチッ"とフイ 
ルムバックに確実に装着さ 
れたことを確認してか5裏 
ぶたを閉じます。 


• フィルムタイプ表示窓に圧板のセット位置び表示されます C , 

• 勇ぶた開放ノブを倒して元の位證に収納してください。 

メインスイッチを " ON " にして シャッ ターボタ 
ンを押ずと、フィルムが自動的に1コマ目までを 
送りされ、フィルムカウンターは " or になりまず。 

フィルムカウンターは、カウンター窓とファインタ‘一内 
に表示されます。 

• ファインダー巧フィルムカウンターが " CM " 点灯にならない 
ときまたは、カウンター窓の表示が‘ ’ S " のままのとさはフィ 
ルムび正しく装填されていません。をラーな正しく装填し直し 
で < ださい。 


フイルムバック 



■圧板を正しく切り替えなかったとき ■ 


圧あ 
セツトだ 

装巧 
フイルム 


120 

220 

• ピントはをいません。 


タイプ 

• 16コマ擺お後きき取ります。 

• バーコードシステム巧防フィル 
ムのときは、バーコード読み取 
り後カメラび停止し、ファイン 
ダー内に12日と22日が交互に点 
灯します。 

220 

120 

• ピントは含いまだん。 


タイプ 

• 1目コマ撮影後ごらにシトツター 
を数回切って遮光紙端面び圧板 
までくると、巻き取ります。 

• バーコードシステム巧応フイル 
ムのときは、バーコード読み取 
り後力;ラび停止し、ファイン 
ダー内に12日と22日び X 互に点 
灯します。 


• 圧板を正しく切り替えずにフイルムを装眞したとをは、フイル 
ムを巻を取って新しいフィルムを入れてください。 
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フイルムカウンターおぶびフイルムタイプ表示を 



〈フィルムカウンター窓〉 

フィルムカウンターはファインダー巧とフィルムカウン 
ター窓に表示されます。カウンター窓の表示は S (スター 
卜）から始まり] 2日タイプは1か 5] 6まで、22日タイ 
フは]か532まで順算式で表示されます。 

〈フィルムタイプ表示窓〉 

圧板のフイルムタイフセット位置 （] 2日または22日）を 
表示します。 
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露巧モードレバー 



露出 モードの切り替えに使用します。 露出モード□ック 

解除ポタンを巧しなげ5惡出モードレバーを回し、露出 
モード指標をそれぞれの位置に合わせてください。 


•る强出モードの詳細は、 P 42 〜48をご装くださし、 






















ドライブモードタイヤル 



撮影目的に応じて、なのドライブモードが選べます。 

" S " • • • 1コマ撮影 

乃メラのシャッターボタンを巧すごとに]コマ撮影され、 
なの菩を上げが行われて停止します。 

‘‘ C " • • •連続撮影 

カメラのシャッターボタンを押している間、最高約 1.6 
コマ/秒の連続撮影がでをます。（撮影コマ速度は、シャ 
ッタースピードやフィルム感度、使用する單池の状態な 
どにより変化します。） 

"の2"、■*010" - - •セルフタイマー撮影 

セルフタイマー撮影になります。詳しくは P 68 をご髮く 
ださし、。 


シャッターダイヤル 



撮影フィルムへの露光時間（シャッタースピード）を調 
節するダイヤルで、 " Tv " (シャッター粒先オート）およ 
び‘‘ M ’’ （マニュアル麗出）のとき使用します。シャッター 
スビードは、 8 S (8 秒） -4000 (:]/4日日日秒）の範囲 
(1 段ごと）にシャッターダイヤル指標に合わせてセット 
します。 


• シャッターダイヤルはクリックの位這に止めてご使用くださ 

い:， 
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シザ ツターボタンの操作 



シャッターボタンの操作は2段階になっています。 

シャッターポタンを半巧しずると、ファインダー内表示 
が点灯し、オートフォーカスや測光機能が作動しまず。 
さ6にシャツターボタンを押し込む（全巧し）とシャツ 
ターが切れ撮影が巧われまず。 


• フィルムを入れる前に、実際にシャッターボタンを巧して、半 
押しの!盛巧をつかんでください。 

• シャッターボタンはカメラぶれ巧止のためにを、指の腹で静か 
に'押してください。 
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カメラの傷え力た 


アイレベル ウェストレベル 



カメラを両手でしつかりと持つてカメラを巧に押しつ 
て両協をしめます。 けるとまおします 


ピントが合った美しい写真を撮るためには、カメラをしっ 
かり福えることが大のです。ピントが悪い写貢の多くは 
力^ラぶれび原因です。 

力^ラは構位置の他、げ況により縦位羁で構えますび、 
いずれち自分にあった姿質を研究してください。建物や 
木立などを利用して体や力^ラを支えることち効果的な 
方まです。 


• 暗いところの撮影などで、シャッタースピードび遅くなるとき 
は兰脚とケーブルスイッチ LA タイブのご使用をおすずめしま 
す。 










フイルムの規定が数が終了したら 



1 フィルムの規定枚数を撮りおえると、自動的にフィ 
ルムを最後まで普き取って停止し、ファインダー内 
フィルムカウンターに" - E " が表示されまず。 

• 6巧报〇フィルム（本磯では8お描りになります。）使刷きは自 
動當きおりになりません。淀中巻き取りボタンを巧して巻き取っ 
て < ださい。 

で》裹ぶたを開けフィルムインヴートを取り出しまず。 

3 スプール巧ごえ巧を開いて、撮影済みフィルムを取 
りはずしまず。 
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4 遮光紙先端を巧側に巧0 
なげて シールで 止めます。 



4 取りはずした撮影巧みフイルムは、ゆるまないよう 
に、フイルムに付いているシールで止めてください。 

■フイルム取りはずしは直射日光を避けてくださし、。 

• 撮お済みフイルムは早めに現像に出しましよう。 

• 空になった上側のスブールは、下側に移しておくと、なのフイ 
ルム装てんのとさ便利です。 


フィルムの途中で巻き取るときは、途中巻き取0ボタンを押 

してください。 （針などがく尖ったちのでは押さないでくださ 
い。） 













ピントのをわだかた 

このカメラのピントをわせは、自動で行うオートフォーカスと 
手動で行うマニュアルフォーカスびあります。 

才ートフォーカスには、シングル•才ートフォーカス" S " と、 
コンテイニュアス‘オートフォーカス" C " びあります。 

さ 日に、シングル- オー トフ ォー カス時には手動でピント微調 
整 （ P 3 目）、 マニュアルフォー カス時にはワン ショット •オート 
フオー カス （ P 4 日）びでさます。 

被写体に応じて使い分けて < ださい。 
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ドライブモードと フオーカスモー ドの関係巧びフオーカスボタンの機齡 


フオー カ スモー ド 
ドライブモード 


" S " 

1コマ撮影 


" C " 

連続撮影 


フ オーカ スポタ 
ンの機能 


" S 。 （シングル•才ートフ オー カス） " C " (コン テイ ニユアス•才ート 

フオーカス） 

シャッターボタン半押しでピントをシャッターボタン半押ししている間、 
わせを巧い、一度ピントが合うとそ連続してピントを合わせ続けます。 

の位置でピントを固定（フオーカス•ピントがをねせびできなくてもシでッ 
□ック）します。 夕-を切ることびできます。 

•ピントが含わないと、シャッターび切 
れません。 

ピント含わせは1コマ撮影と同じ。 ピント合わせは1コマ撮影と同じ。 

連続撮影時は最初のコマ（写真）で連続撮影時は、1コマごとにピント 
ピントを固定しての撮影になります。を合わせ直します。 

ピントをわせびできず、シャッターフ オー カスボタンを押すと、フオー 
び切れないとき、フ オー カスボタンカス□ックします。 

を押すと、シャッターを切ることび手動でピントの微調整びできます。 
でさます。 


" M " (マニュアル 
フオー カス） 

手でレンズの距離リ 
ングを回してピント 
合わせを行います。 


ピント合わせは1コ 
マ撮影と同じ。 


フオーカスボタンを 
押すと、カメラが自 
動的にピント含わせ 
を行い、一度ピント 
び合ラとその位置で 
ピントを固定します。 
(ワンショット，才一 
トフオーカス) 
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、才ートフオーカスによるピント合わせ 



1 フォーカスダイヤルを、" S " または"巳"にセット 
しまず。 


2 ピントを合わせたい被写体にフオーカスフレームを 
向け、シャツターボタンを半巧ししまず。 

自動的にピント台わせが行われ、ピントが含ラとフアイ 
ンダー内の含焦マーク""が点灯します。 
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手動でのピントの微調整 

フオーカスちードび — S " のとを、合焦マークび点灯 
中に手でレンズの距離リングを回すと、自動的にマニ 
ュアルフオーカスに切り替わり、ピントの微調整をす 
ることがでをます。 










■ " s " シングルオートフォーカスのとさ 

請止している被写体の撮影など一般的な撮影の場含にお 
すすめします。 

ソャッターボタン半押しでピント合わせを巧い、一度ピ 
ントがをラとその位置でピントを固定（フォーカス n ッ 
ク）します。 


• ピントが含ラとシャッターび切れ、ピントび含わないとシャッ 
ターは切れません。 

• ドライブモードが連続傾影 （ C ) の時は、山初の写真でピント 
が固定し、そのピント位置での連続撮おになります。 

• ピント含わせができないときは、ファインダー巧を焦マークが 
点滅しシャッターび切れません。等距離にある別の被写体で 
フォーカス n ックして撮影してください。 

• ファインダー内合焦マークが点滅中でを、シャッターチトンス 
径先で撮影したいときは、フォーカスボタンを巧しながらシャッ 
ターボタンを巧してください。シ-ドッターを切ることびできま 
す。 


■ " C " コンテイニユアス•オートフォーカスの 

とさ 

動さのある被写体を連続的に追5場合におすすめします。 
シャッターボタンを半巧ししている間、連続してピント 
を含わせ続けます。ピントが含っていることを摧認して 
撮影してください。 

•連続撮影‘じ’では1コマごとにピントを含わせ镜けながらの 
連続撮おにな0ます。 

• ファインダー内合焦マーク’’’’び点滅表示し、ピント合わせ 
びできないとさでをシャッターボタンを押すとシャッターげ切 
れます、-. 

• 被写体の動きや変化により、ピント合わせび連続撮影に追従で 
きない場合があります。 
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〈フオーカス□ック〉 

オートフォーカスのとを、構図によってピントを含わせ 
たい被写体がフォーカスフレームか5はずれる場含には、 
次のよラにしてピントを固定（フォーカス□ック）して 
撮影します。 

■シングル オートフ ォー カス" S " のとを 

1 ピントを合わせたい被写体にフォーカスフレームを 
向け、シャッターポタンを半巧ししまず。 

ピント含わせび行われ、ピントが含ラとファインダー巧 
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含焦マーク""び点灯し、その位置でフォーカス□ック 
ごれます。 

2 シャッターポタンを半巧ししたまま写したい括図に 
カメラを戻し、ご5にシャッターボタンを巧し&ん 
で撮影しまず。 

• シャッターボタンを半押ししている間はピントは□ックされで 
し、ますので、力;^ラの巧さを変えてちピントは変わりません,:， 

• フォー カス□ックは、 シか ッターボタンから指を魏すと解除ご 
れます。 



■ コンティニユアス•オートフオーカス" c " の 
とさ 

1 ピントを合わせたい被写体にフォーカスフレームを 
向け、シャッターボタンを半押ししまず。 

シャッターボタンを半巧ししている間、連続してピント 
を含わせ続けます。 

2 ファインダー内合焦マークび点打していることを確 
詔して、フォーカスボタンを押してください。 

.フ ォー カスポタンを押したところで フォー カス□ックし 

ちす。 

3 フォーカスボタンを押したまま写したい情図にカメ 
ラを戻し、さ5にシャッターボタンを押し込んで撮 
影します。 

• フすーカスボタンを巧している間、ピントは□ックされていま 
す。 


〈オートフォーカスの苦手な被写体〉 

オートフォーカス機能を使っても、次のような被写体は 
ピントをわせが難しいので、ファインダー内を焦マーク 
" ' び点滅することがあります。このよラなとさは、フ 
ォーカス□ックを利用して、等距離にある別の被写体に 
一度ピントを合わせてか b 撮影を行うか、マニュアルフ 
ォーカスでピント台わせを行ってください。 

a ; 非常に明るいか非常に脂い被写体。 

巧被写体のコントラストが極度に低いとき。 

なフォーカスフレーム部やその周辺に太陽光などの強い 
光源があるとさ。 

年フォーカスフレーム内に極度に距離の違う2つしソ上の 
被写体が共存するとさ。 

ぶ繰り返しパターンが続く被写体。 

: ：6; ND フィルターや偏光フィルターなどにより、被写体か 
5の光量び極端に少なくなった場合。 

〈距離リングの動さについて〉 

オートフォーカス撮影時、最短撮影距離または無限遠 
(〇〇)端で距離 U ングが少し動くことげありますが、性能 
上問題はありません。 



マニユアルフォ—カスにぶるピント含ね 



フオーカスダイヤルを" M " にセットしまず。 

ピント合わせは、手動でレンズの距離リングを回して行 
いまず。 

このカメラはフオーカシングスク U - ン MFS -2 (全面マッ 
卜、 AF ターゲット付）が標準装備されています。 

ピントが含っているとさは、マット面の像がはっさりと 
見え、ピントが合っていないとボケます。 

またピントが合ラと、ファインダー内含焦マーク"’’が 
点灯します。 

* フオーカシングスク1」ーンは播 お 目的や用途に応じて交換する 
ことができます。詳しくは P 92 をごおくださし、。 
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〈ワンシヨット•才ートフォーカス〉 

マニュアル フォー カス撮影中でち、オート フォー カスが 
使用でさます。フォーカスボタンを巧すと、巧している 
間カメラげピントを含わせを斤い、一度ピントが含うと 
その位贾でピントが固定します。 

ワンショット-オートフォーカスとしてご利用ください。 





mmmm 



露出モードの選が 


撮影目的や用途に応じて、次の露出モードび選べます。 

Av :絞り優巧オート 

絞りをセットすると、被写体の明るさに応じてカメラび 
自動的にシャッタースピードをセットします。被写界裸 
度を利用しての撮影に適しています。 

Tv :シャッター優巧才ート 

シャッタースピードをセットすると、被写体の明るさに 
応じてカメラび自動的に絞りをセットします。動をのあ 
るスポーツなどの撮影に適しています。 

M :マニュアル露出 

絞りとシャッタースピードを撮影意図や目的に合わせて 
任意にセットし、撮影するちまです。また意図的に露出 
オーバーやアンダーにすることち簡単にでをます。 
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X :スト□ボ撮影 

当社専用ストロボ連動接点のない、X接点のみの沉用ス 
トロボを使用するとさに、この位置にします。 

シャツタースピードは1/90秒になります。 

詳しくは、 「TLA ストロボ政外のX接点を利用した他のス 
トロボによる撮影」 P 巨巨をご質ください。 

B :バルブ 

長時間露光を必要とする夜間撮影や天体撮影を行ラとさ 
に使用します。 




•-卜撮影 [ Av ] 



1露出モードレバーを " Av " にセットしまず。 


〇絞りをセットし、撮影しまず。 

レンズの絞りリングを回して絞りをセットすると、絞り 
に応じた適正シャッタースピードが自動セットされ、ファ 
インタ’一内に、セットした絞りと自動セットされたシャッ 
タースピードが点打します。 

ソヤツターダイヤルはどの位誇にセツトしていてちかま 
いません。 



作例！：絞りを開けた場含 

絞りを開けて攝おすると、群 
明に写る髓圍 （* 被写巧謀度） 
が狭くなります。被写体を浮 
かび上が日せ、背泉をぼかし 
たいとをなどに利巧します。 


作例2:巧りを絞り込んだ場含 

絞0を絞り込んで撮影すると 
輔明に写る報囲 （* 被写界;萊 
度）び広くなります。被写が 
ち 背ち ち辭明に写したいとさ 
などに利用します。 


目的に合わせて絞りを調節してくだごい。また、被写巧深度 
の詳細は P 74 をごお < ださい。 
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シザッ ター優先才一 hfm ^ 



。シャッター スピードをセットし、撮影しまず。 

シャッターダイヤルを回してシャッタースピードをセッ 
卜すると、シャッタースピードに応じた適正絞りが自動 
セットされ、ファインタ‘一内に、セットしたシャッター 
スビードと自動セットされた適正絞りが点灯表示します。 
絞り目盛はどの位置にセツトしていてちかまいません。 


斗斗 



作例！：速いシャツタースピード 

被写体の動さの瞬間を撮影し 
たいとさは、速いシャッター 
スピードにセットします。 



作例2:趕いシャッタースピード 

水の流れ等を表現したいとさ 
は、遅いシャッター■スピード 
にセツトします。 


• 鹰いシャッタースピードの 
ときはカメラぶれ防止のた 
め三脚をご使用ください。 








-卜露出攝繁時の露出窒告表示 


〈馬出モード " Av •時> 
S 出オーパー II 告 



シトッタースピード 
..4000"点滅 


巧出アンダー替告 



シトッタースピード 
•32" ’ 点滅 


〈酉出モード " Tv " 時> 
函出 オーパー II 告 

’嚴ル絞0値‘点滅 


巧出アンダー替告 



‘開放絞0値"点滅 


オート露出撮影時は露出制御範囲がのとをは、ファイン 
ダー内に上記のよラな警告表示がでます。その時は次のよ 
うに点滅表示が点灯表示になるように調整してください。 


露出オーパー醫告 

絞り値先オート撮影時には"4000’’ が点滅、シャッター 
優先オート時には装着レンズの"嵌ル絞り値"び点滅し 


露出オーバーの警告をします。被写体が明るすぎますの 
で、絞りまたはシャッタースピードを調整し直して、点 
減表示が点灯表示になるようにしてください。また、別 
売りの ND フィルター（光童制限用）で光を調整すること 
ちでをます。 

露出アンダー酱告 

絞り粒先オート撮影時には "32"" が点減、シャッター 
値先才ート時には装着レンズの"開放絞り値"が点滅し 
露出アンダーを酱鲁します。被写体び暗すざますので、 
照明を加えて被写体を明るくしたり、シャッタースピー 
ドや撼りを変えて点滅表示が点灯表示になるようにして 
ください。また、専用のスト□ボを使ラと明るくをれい 
な写真が撮れます。 

• 露出オーバー.’アンダー警告時でも、シトッターボタンを押せ 
ば撮をでさます。 

測巧範囲が醫告 

スポット測光時、絞り超先オート撮影時はシャッタース 
ピードが点滅、シャッター懐先オート撮影時は絞り値が 
点減します。 
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1 露出モードレバーを" M " にセットしまず。 

2 シャッタースピードと絞りをセットし、撮影しまず。 

シャッタースピードはシャッターダイヤルで、絞り 
はレンズの絞りI」ングでセットします。 

ファインダー内には、セットしたシャッタースピードと 
絞りび点打表示されまず。 

露出メーターにはセットした測光モードでの適正詔出と 
の差び点打表示されまず。シャッターダイヤルまたはレ 
ンズの絞りリングを動かし、露出メーター表示を"適正" 
にして攝影してください。 
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1 語出モードレバーを" B " にセットしまず。 

ファインダー巧シャッタースピード表示部に " buLtr が 
表示されます。 

Q 絞りをセツトし撮影しまず。 

シャツターボタンを}甲している間シャッターが開いて盛 
光されます。 



• カメラぶれを防ぐため、兰脚で固定するか、安定した台などに 
置き、別売のケーブルスイッチ L 冉タイフを力ラに接続して 
撮おしてください。 

♦盐光中は、ファインダー巧表示びすべて消えます。 
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〈バルブ専用ケーブルレリーズソケット〉 

市販のメカ式ケープルレ1」ーズを接続することにより、 
任意の時間だけシャッターを開くことびでさます。前記 
のバルブ撮影に比べ、盛光中の電池の消耗びなくなりま 
す。天体写真のよラに長昭間の晶光を要する撮影時に利 
用します。 


1図のようにメカ式ケーブルレリーズを取り付けまず。 
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Q マニュアルフォーカスでピント合わせを巧いまず。 

3 メカ式ケーブルレリーズを巧ずと、絞りが絞り込ま 
れ、ミラーアップをシャッターが開いて撮影が始まり 
まず。ケーブルレリーズをロックしている間、シャッター 
は開いたままにな0まず。 

• この時ファインダー巧は液晶表示が消え、まっ暗にな0ます。 

• この撮影では、データの写し込みは行いません。 

/!巧望の時間撮影を巧いまず。この間電池の消耗はあ 
4 0ません。 

5 メカ式ケーブルレリーズの□ックを解除ずるとシャ 
ッターが閣じ、撮影が終了します。 

• カメラに覃池び入っていないと作動しません。 

• 傾影モードはどの位霞でちかまいません。 

• □ック時にケーブルび少し戻るようなメカ式ケープルレリーズ 
は、シャッターを開いたままにでをない場合びあ0ますので、 
事前にテストしてください。このようなケーブルレリーズの場 
ちは、□ック磯おを使わずにケーブルレ U —ズを手で巧しなが 
ら撮をしてください。 
















いろいろな 




上面 



スボット測巧 

測光感度分布図 


上画 



中みま点平均測光 

測光感度分布図 


この力^ラにはスポット測光が標準装備され、プリズム 
ファインダーを取0付けるとさ5に中央重点平均測光が 
使用でさます。中央重点測光にはプ U ズムファインダー 
の測光レバーで切り曾えます。撮影集件や撮影意図によ 
0使い分けると、よ0精度の高い効果的な写真撮影が行 
えます。 


〈スポット測光〉 （[•] マーク） 

ファインダー画面中央のほぼ円內にあたる被写体の明る 
さのみ測光して、露出を巧める方式です。厳密な盛出決 
定がでをます。 
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〈中央重点平均測光〉 （[] マーク） 

主にファインダー画面中央部の被写体の明るさを重点的 
に、かつ周辺部の明るさち加巧して測光を行い、露出値 
を決定する方式です。光の変化が激しいところでちよく 
対応し、速写性に極れています。 





















〈測光連動韓囲〉 

表は、絞り、シャッタースピード、 EV 値の相互関係を示すちの 
で、使用レンズの測光連動範囲を表しています。たとえば中央 
重点平 巧 測光時に倍 曰 1 日日のフイルムで F 2.0 レンズを使用した 
場合、絞り表の倍0100の項の’’ 2.0"と "22" (プラナー T * 
80 mm の最小絞り値は F 22 です）か5斜めに延長した線上で垂 
直線 （ EV 線）と水平線（シャッタースピード線）び交わる点 
び示す両端の廊囲すなわち EV "1" か 5 EV "2 1" び 
:, F 2.0 レンズの使用時の測光連動範囲です。 

， y ぷ EV 値とは、露出計の連動範囲をおす数値で、 


外光の明るさび一定のとをに、フィルムに 
同一露光効果を与える絞りとシャッター 
スピードの組み合わせを示すちので 
す。たとえば、表により EV 13 では、 
F 22.1/1 日秒でも F 8. 1/12日秒で 
ち同じ麗光効果び得5れるこ 

00 とがわか0ます。 

1/2000 

_ け；] 


中早 cat 义画■一 


範囲巧に色で表示してあるシャッタースピードの32巧から1/40日日秒は、オート强出摇影時にカメラが正常に測光を行う範囲です。 
こ 範囲内に色で示しである部分は、に日1日日フィルムで8日 mmF 2 .日レンズ使用椅の中央重点平均測光-測光連動範囲を示します。 
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撮影のとを、主要被写体とその背寅に極端な明暗差があ 
るために、そのままでは主要被写体に適正露出が得6れ 
ない場含、あるいは意図的に露出才ーバー、アンダーの 
写真を撮りたいとをには、次の3通りの麗出補正ち法が 
あ0ます。 


<1. 露出補正ダイヤルの利用〉 

盐出モードが TW ’’、" Tv "、|‘ M " いずれの場合も邁常は 
盛出補正ダイヤルを"〇"にセットしておをますが、露 
出を補正するとさは、露出補正ダイヤルを回して希望す 
る補正値を盛出補正指標に合わせてください。補正値 
は + 2 EV 〜一 2 EV までの範囲内で 1/3 EV ごとにセット 
することびでをます。露出補正ダイヤルを"日"似外に 
含わせると、ファインダー内に、補正に含わせて 
マークと盈出!六一夕一には補正値び表术されます。 
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露出モードが絞り優先才ート （ Av ) 時はシャッタースピー 
ドび、シャッター粒先才ート （ Tv ) 時は絞りび変化して 
露出補正を行います。 

巧出モード 结出補正ずる内容 

絞り優先オート （Av) シャッタースピード 

外ッタ- 便 先トト (Tv) 絞り 

♦ ’’M" 時は、茲出補正タイヤルによる露出補正はできません。 
ファインター巧には — び点滅表示します。淺出メータ 
一にはセツトした绍出補正タイヤルの値を基準にした適正な出 
との差が表示されます。 

• 撮影終了後は、必ず補正ダイヤルを" 0— に戻してくださし、 













(+ 補正) 


(補正なし) 

蓮 


逆光撮影などのとをは ••• 

+ 1/3" 〜"+2"の節囲で補正しまず。 

央重点平均測光の場含、逆光や明るい空、海をバック 
にした人物、または窓辺の人物などのよラに明るい背景 
び撮影画面に占める割含が大さい場含、人物は盛出アン 
ダーになり、シルエットのよラに暗くなります。このよ 
うなとをは、露出を+1/3〜+ 2の範囲で補正して、露 
ぶを多くちえます。 




(補正なし) 


(一補正) 


暗い背景などのときは ••• 

"—1/3" 〜"一2"の節囲で補正しまず。 

スポットライトに照5し出された人物などのように、暗 
い背景が撮影画面に占める割合び大さい攝含、中央重点 
平均測光で撮影すると人物は盛出才ーバーになり白っぽ 
くなります。このようなとをは、露出を一1/3〜一2の 
範囲で補正して、露出を少なくして撮影します。 
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〈2. AE □ックの利用〉 

オート盛出撮影時に、被写体の露出（絞りとシャッター 
スピードの組み合わせ）を記憶する機構です。逆光時で 
の撮影や動く被写体を一定の露出で連続撮影するとさな 
ど、露出を固定したいときに使います。メインスイッチ 
を "AEL" にセットすると、セット時点の露出がカメラ 
に記憶され、そのままシャッターボタンを巧すと背景や 
明るさの変化に関係なく記憶された露出でシャッターが 
切れます。 
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1 意図ずる宿図のうち、まず主要被写体にファインダー 
の中央部分を向け、メインスイッチを " ON " 一 
" AEL " に切り替えまず。これで露出が固定 （ AE □ック） 
されまず。 

特に狭い範囲に露出を含わせたいときは、測光モードを 
スボット測光にして AE □ックしてください。 

• AE □ック中は、ファインダ〜巧の測光マークび点減に変わり 
ます r , 

• AE □ックのセットは、ファインダー巧表示が点'けしていると 
をに巧ってください。 



















2 ファインダーを元の意図した構図に房して撮影しま 

• AE □ック中は、强出び記憶ごれ 統 け、何度でち同じ涩出値で 
撮影できます。表示は省軍のため1日秒経週後に消灯します。 
•連続 祕影 （ドライブモード " C ") するときも、あらかじめ 
彼写体の明るさを AE □ックしておけば背巧の変化による影密 
を受けずに 同 じな出の写真び得られます。 



• このカメラは、シャッタースビードと絞りの組み合わせで得ら 
れる巧出を記おする、像面光■記憶方式を採用しています。例 
えば、 " Av " のときは、 AE □ックをに絞りを変えるとシャッ 
タースピードを追従して変化し、全体の露出重を一定に保ちま 
す。 

• AE □ック中に露出補正夕’イヤルを変更すると、お出は次のよ 
ラに変化します。 

苗出モード 巧出補正ずる内容 

絞り優先才ート （ Av ) シャッタースピード 

シャッター糧巧オート （ Tv ) 絞り 


己己 











〈3. A’B’C 撮影 （3 コマ連続自動露出補正) > 

このモードにセットすると、自動的にスタンダード、オー 
バー、アンダー、と3段階の露出バリエーシヨンで連続撮 
影がでさます。 

非常に微妙な麗出条件のちとででち、露出ミ央定に気を取 
日れることなくシャッターを巧し続け、チャンスを確実 
にちのにすることがでさます。 

※冉.目. C : Automatic Bracketing Control 
A •目 • C 撮影は、シャツタースピードまたは絞りをコント 
□ールして自動盛出補正を巧います。 


巧出モード 

，校り檀先オート (Av) 

シャツター傾先トト (Tv) 

マニュアル （M) 

補正値が制御範囲を越えるときは、制御限界値で幡影されます。 


コント ロール 巧容 

シャッタースピード 
絞り 

シャッタースピード 
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K * B ‘ C レバーを動かし、補正幅をセットずると、 

• B - C 攝影に切り替わりまず。捕正幅は± 
0.5 EV 、±1 E \/ の2種預が設定できまず。 

• 巧 出補正ダイヤルをで"し^外にセットすると、その補正値を 
基準にした A' 日 • C 撮影になります。 

• 隨影するごとに測光しなおし、その時の測光値に巧して補正を 
行います。周囲の明るさの変化による影嚮を受けずに A •巨 ’C 
播影びしたいとさは、あらかじめ AE □ックをしてから瞄影す 
ることをおすすめします。 







ドライプモード 
ダイトル 



♦ A ’ B’C 撮をが終了したら、必ず A ’ B ’ C レバーを’’0” に戻し 
て < ださい。 

• スト□ボを併用する A •巨 ’ C 擴影はでをません。 

2 ドライブモードを連続撮影" C " にして、シャッター 
ボタンを押し続けまず。 

セットした補正幅に従って、スタンダード、オーバー、 
アンダー、の順で撮影し、3コマ撮影し終わると止まり 
まず。 


ドライブモードを‘‘ S ’’ にすると1コマごとの AiB ’ C 撮 
影になります。 

ドライブ亡ードを "の2 または 010— にすると、2秒ま 
たは1日秒後に連続撮影による A • B ’ C 撮影になります。 

A B - C 撮影中は撮影順序をおすため、フィルムカウンター 
びなのように変化します。 

スタンダード：両方の巧げ同時点滅 
オーバー ：左側の巧のみび点滅 
アンダー ：ち側の巧のみげ点滅 



フイルムカウンター 
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例えば 8 コマ目か bA ’ B ’ C 撮影を巧った場合は次のようになります。 



1コ7目 

2コマ目 

3コマ 目 

似 後繰り返し) 

補正： 

スタンダード 

才 一 A — 

アンダー 

スタンダード 

カウンター： 

\ 1 / 

常 

\レ 

-的 

. T 、 

\：/ 

常 

\レ 

-： 1 - 

/ 1 \ 

表示： 

左ち同時点滅 

を側点滅 

ち側点滅 

左ち点滅 


• 補正幅げカメラの補正限界を越えるときは、限界補正値で撮影されます。 

•途中で中止するときは 、 A B C レバーをで’‘にしてください。 

• A B C 作動中にメインスイッチを — OFF — にして再度 — ON ” にすると、 A •目 C 愼紛ままた]回目より順に3コマ好巧ゎれます- 
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室内や夜間の撮影で、シヤッタースピードび] /3 日秒し U 
でになるとさは、スト□ボの使用をおすすめします。こ 
の力ラとコンタックス TLA フラッシュシステムを組み 
苗わせると力^ラ側でスト□ボ光を自動制御する "TTL 
ダイレクト測光"による撮影が行えます。またスト□ボ 
プレ発光機構は、撮影前にスト□ボを発光させて TTL 測 
がを巧う機楠で、従来と比べ、より正確な露出でスト □ 
ボ撮影び行えます。このスト□ポプレ発光機能は、コン 
タックス TLA スト□ボおよび、専用スト□ボ連動接点の 
ない X 堤点のみの巩用スト□ボち使用でさます。 

TLA3 日 0 スト□ボをご使用のとさは、必ず「別売アクセ 
ヴ U- ‘‘CONTAX TLA3 日日スト□ボ..」の項 P79 を併 
せてご醫ください。 

TLA ス ト □ボ 照射角セット時の ごミ 主意 

TLA スト□ボの照射角（ズーム目盛）は、 3 己 mm カメラ用と 
して画角（焦点距離）表おされます。またコンタックス 64 己 
と 3 已 mm カメラとはレンズの画角や揣影画面の縦横比び異な 
ります。 ストロボ} i 巧ずるときは必ず P 7 巨の巧比表に従って、 

ストロボの照がちをセツトしてください。 


〈 TTL ダイレクト測光による撮影〉 

1 カメラのアクセヴリーシューにスト□ボを取り付け、 
スト□ボの電源を入れまず。 

• ズームスト□ボの場をは P 76 の対比表に従って照射角（ズー 
ム目盛）を tz ットしてくださし、。 


2 スト□ボを " TTL 才ートモード"にセットしまず。 

巧逗が完了するとファインダー内に" 4" マークが 
点灯し力^ラの證出亡ードにより次のようにシャッター 
スピードび自動セツトされます。 


■ Av (絞り歷巧オート）のとき 


自然巧の測光植 

32秒〜1/6日秒 
]/6日秒〜1/12曰秒 

1/180巧〜1/4日00砂、 


自苗!セット 
シャッタースピード 

1/6日秒 

1/60秒〜1/12己秒 
1/12己秒 


馈示) 


‘60" が点灯 

‘60" が点灯〜 
‘12己’び点丹 

-125—わ相減* 


* ストロボ充狸完了後、シャッタースピード表示の "12 己’が 
点滅した場含は、絞0を絞り込んで " I 2曰’を点灯にして撮 
接してくだごい。 
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I Tv (シャツター祖先才ート）のとき 


シャッターダイヤルのセット 


自技!セット 
シャツタースピード 


馈示) 


扫砂〜1/12已砂 扫秒〜1/12己秒（シャツターダイ 

ヤルのセツト値のまま） 


1/2已〇秒〜1/40日日秒 1/1吕已抄 


12己’び就 I 


■ M (マニュアル )、X (スト□ボ )、 B (バルブ）のとを 

• " M " のとさはシャッタースピードか自動セットされません。 
必ず1/12己秒じ(下にセットしてください。 

• ]/12日巧で同調しない大型スト□ボちあ0ますので、事前に 
テスト把接することをおすすめします。 

• セットしたシャッタースビードがファインダー巧に点灯表示ご- 
れます。 

• 乂’のときはシャッタースピードが1/90秒にセットされ、 
ファインダー巧に "9 日’’が点灯表示されます。 

• —日—のとさは—バルブ撮炭"にな0、ファインダー巧に 
" buLb ~ が表示されまず。 
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3 ;欠の表に従って、絞りまたはシャッタースピードを 
セツトして撮影しまず。 


西出モード 巧りまたは シャッ タース ピー ド 

Av 、 絞0をセットしてください。 

M 、 X 、日 セットした絞〇で摇影されます。 

シャッタースピードを1/12己お)じ!下にセットし 

Tv ます。自然光に含わせた適正披〇に自動セット 

されます。明るいとさは自動的に絞り込みます。 

♦撮影後調光が行われたときはファインタ'一巧’’ ち’ マークび2 
砂間点滅します。 

• 撮影後"マークが点滅しないとさは露出アンタ‘一にな0ま 
すので、絞0や撮影距離を変えて撮影し直してください。 

♦近接撮振時、 "4" が撮彩を点滅してち茲出オーバーになるこ 
とがあ0ます。スト□ボ‘の取披説明署記載の橋影範囲で撮影し 
てください。 

♦ A ■日 - C レバーは必ず"日"にしてくだごし、 

• ドライブモードびで"（連続撮影モード）の場含は、スト □ 
ボの性能をご確認ください。 

• フィルム惑度は侶02已〜扫00に連動します。（經出補正は含み 
ません。） 

• シャッタースピードが遅くなるときは、力;<ラぶれ防止のため、 
云脚をご使用ください。 



〈スローシンク□撮影〉 

スト□ボ撮影で夕景や夜景などの情景を生かした撮影を 
巧うには1/3日秒下のス □- シンク□撮影が有効です。 
TLA スト□ボの TTL 才ートモードを利用すると簡単な操 
作でス□ーシンク□撮影げ巧えます。 

■醒出 モードが " Av " のとさ 

橘図をミモめ、；><インスイッチを "AEL" にセットします。 
シャツタースビードが、自然光の測光値に□ックされま 
すのでスト□ボの充電完了を確認して撮影して<ださい。 



通常のスト□ボ撮影 


■盛 出モードび " Tv " のとさ 

構図を;夫め、インスイッチを "AEL" にセットします。 
絞りび、自然光の測光値に□ックされますのでスト□ボ 
の充電完了を確認して櫃影して<ださい。 

• シャッタースピードは1/30秒しソ下にわットしてくださし、。 

■露出 モードが" M " のとさ 

シャッタースピードを1/30秒1；!下にセットします。絞 
りを動かして自然光の測光値に盛出を含わせ露出;-夕 
一が"適正"になるようにし、スト□ボの充電完了を確 
認して撮影してください。 

• ス□ー シンク□播影ではシャッタースピードが遅くなりますの 
で、カメラぶれ巧止のために王脚をご使巧ください。 





〈デイライトシンク□撮影〉 

屋外の撮影時に、たとえば強い曰差しの下や逆光下でそ 
のまま人物を撮影すると、人物は暗<なりがちです。こ 
のようなときは、 TLA スト□ボを使って TTL 才ートモー 
ドで撮影すると人物ち背景ちをれいに描写することがで 
さます。 

■語 出モードが " Av "、 のとさ 

スト□ボ充電完了後、シャッタースピード表示の "12 已‘’ 
び点滅した場合は、絞りを絞り込んで "12 已"を点灯に 
して撮影してくださし、。 
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スト□ボを使用しない場合 


■露出 モードび " Tv " のとを 

明るいところでは、自動的に絞0が調整されてデイライ 
トシンク□撮影になります。 

■語 出モードが " M "、 " X "のとを 

"M" のときは、シャツタータイヤルを "12 已"切下に 
セツトしてくださし、。 

絞りを調整し、 ファ インタ‘一內露出メーターび"適正" 
になるようにして掘影します。 


【露出補正ダイヤルの利用】 

TTL オート撮影では、スト□ボの発光量はカメラの盛出 
補正ダイヤルに連動します。スト□ボ光量を調整して効 
栗を出したいとさは、露出補正ダイヤルを利用してくだ 
さい。 



後幕シンク□は動さのある被写体をス□ーシンク□撮影 
するとさに効果があります。 

通常のスト□ボ攝影は、シャツターの先幕が走行を終え 
た直後にスト□ボを発光（先幕シンク □) させて撮影し 
ます。 このた乂ラと、 後留シンク□機能のある当社スト 
□ボとを組み合わせると、後幕び走行を始める直前にス 
卜□ボを発光（後駕シンクロ）させることがでさます。 



先惡シンク□撮を 


スト□ポ光で照らされた被写1 本の後ろに、自然光で照5 
された被写体の動さが流れるように写り、自然な動さを 
表現でさます。 


• 露出制御は、通常のスト□ボ愼影（先幕シンクと同巧です 
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スト□ポプレ発光レバー 


〈プレ発光 TTL オートスト□ボ撮影> 

TLA スト□ボを使ってプレ発光を行うと、スト□ボの発 
光量（調光時間）を記憶することびでさます。 

1カメラに TLA スト□ボをセットしまず。 

• 贴縣モードとシャッタースピードおよび表示については "TTL 
ダイレクト測光による邮腺‘’の損をご賀<ださい。 

スト□ボの聖源を " ON " にして巧軍完了を6崔認しま 

• TLA 憎’灯システムでスト□ボを惟打したとをは、すべてのスト 
□ボの充電完了を確認してくださしV 


3 絞りをセットし、測光したい被写体にカメラを向け 
て、スト□ポプレ発光レバーを矢印方向に回しまず。 

カメラび自動的に絞り込みおよびミラーアップを行いス 
卜□ボび発光します。（このとさ撮影は行われません。） 
ファインダー内のスト□ボメーターに適正値か5の誤差 
置び ±2EV の範囲で表示され、同時に発光量（調光時間） 
を記憶します。 



4 スト□ボメーターが適正値を示した場含は、スト □ 
ボの巧電完了を確認して撮影してください。 

スト□ボメーターな、適正値しソ外を示した場合は、絞0を 
調整して適正表示にし樞影してください。絞りで調整し 
されない場含や、測定値が ±2EV を超えて点滅表示した 
場合は、絞りを設定し直して再度プレ発光させてくださ 
い。 

• プレ発光レバーを戻さない限り、調光時間（発光最）は記憶さ 
れ続けますので同じ謂光時間（発光里）で何度を陋某できます。 
♦ フレ発光前に巧出補正がされているとをは、補正を加えた値を 
中むに ±2EV の範囲で表示されます。 











〈プレ発光 TTL マニュアルスト□ボ撮影〉 

TLA スト□ボをマニュアルで使用するとをや、ミ凡用スト 
□ボを使用するとさをプレ発光による TTL 測光が可能で 
す。 

1 カメラのアクセサリーシューまたはシンク□ターミ 
ナルにスト□ボを取り付けまず。 

2 カメラの巧出モードを" X "または" M " (シャッター 
ス ピー ドは 1/125 巧じ TF ) にし、絞りをセットしま 
ず。 

3 接続した全てのスト□ボの巧電完了を確認してくだ 
さい。測光したい被写体にカメラを向けて、スト □ 
ポプレ発光レパーを回しまず。 

カメラが自動的に絞0込みおよびミラーアップを行いス 
卜□ボが発光します。（このとさ撮影は行われません。） 
ファインダー内のスト□ボメーターに適正値か b の誤差 
重が ±2EV の範囲で表示されます。 


4 スト□ボメーターび適正値むがを示した場合は、絞 
りを調壁して適正表示にし撮影してくだごい。 

絞りで調整しをれない塌台や、測定値が ±2EV を超えて 
点滅表示した場含は、絞0を設定し直して再度プ IJ 発光 
させて < ださい。 

广スト□ボの巧電を確認して撮影してください。 

• 1/12已砂で同調しない大型スト□ボもありますので、事前に 
テスト撮影することをおすすめします。 

• ブレ発光は堤子スイッチを用いてスト□ボ発光する槪棉になつ 
ています。このため一部のスト□ボではフレ発光によるスト □ 
ボメーター測光びでさない塌合びあります。 
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〈TLA スト□ボ L ソがの X 接点を利用した他のスト □ 
ポによる 撮影〉 

1 カメラにストロボを取り付け、露出モードレバーを 
" X " にセツトしまず。 

シャツタースピー ドは、1/90 秒に なりまず。 

• シヤッタースビードはシおッタータイヤルがどの位置にあって 
ち変わ0ませ/ U:: 
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絞りをセツトして撮影しまず。 

絞りは使用するスト□ボの取扱説明害に従ってまめてく 
ださい。 


•ダイレクト接点ではない、コードを必要とするスト□ボは、力 
メラ側面のシンク□夕ーミナルに接続してくだごい。 


〈ウェストレベルファインダー使用時のスト□ボ撮影〉 

別売のフラッシュブラケット MS 目-1をご利用くださし、 
コンタックス TLA フラッシュシステムを組み合わせて 
P 己9〜 P 目目のスト□ボ撮影びでさます。 

フラッシュブラケットの詳細は P 94 をご覧ください。 


• ■スト□ポオートセット機能 J は使巧できません。 








多重露出レパー 多重經出レバー 

ロックボタン 

同じ画面に、違5種類の被写体、あるいは同じ被写体を 
重ねて写し込むことにより、独特の写真表現ができます。 

1 を重露出レバー□ックボタンを巧しなが6、を重露 
出レバーを回して "0" にセットしまず。 


• 多重露出をセット後に解除したいときは、 ] 回目のシャッター 
ボタンを押す前にを重森出レバーを元に戻してください。 


cy シャッターボタンを押しまず。 

1回目の露光を巧い、なの露光のためシャッターだけび 
セットされます。（多重露出レバーを亢に戻すまで、シャッ 
ターだけがセットごれフィルム菩さ上げは巧われませ 
ん D) 

引き続き希望する多重露出撮影回教の]回前まで撮影を 
行います。 

3 を重盛出の最後のコマのシャッターを切る前に、を 
重露出レ/ V - を元の位置に戻しまず。 

例えば3回のを重露出撮影の場合、2回目の撮影後多重露 
出レバーを元の位围に戻してか日、 3回目の シャッ ター 
を切 0 ます。 

• 多重露出レバーをぶず元に戻してください。房し忘れると、を 
重强出撮影び継続されます。 

4 シャッターボタンを巧して攝影を行うとフィルムは 
次のコマまで巻さ上げ6れ、通常の攝影に戻りまず。 
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セルフタイマー攝露 



1 ドライブモードダイヤルを回して、セルフタイマー 
撮影"公2、またはみ 10" にセットしまず。 

2 ピントを合わせ、シャッターボタンを押してくださ 
い。 

セルフタイマーび作動し、2または10砂後にシャッター 
び切れます。セルフタイマー作動中、力方ラ前面のセル 
フタイマー LED が点滅します。 


68 



セルフタイマー撮炭でファインダーか5冒を離すオート撮影で 
は接眼部か5の入射光の影灌で適正現出が得6れない場合びあ 
ります。このよラな場含は、アイピースシャッターを閒じて帖 
おしてください。 （P7 巳） 

** 02 " のとをは、ミラーアップしてからセルフタイマーが 
作動します。 

セルフタイマー撮影時は王脚をご使用<ださい。 

バルブ設定時はセルフタイマーは使用できません。 

セルフタイマー作動中にシゎッターボタンを押すと、セルフタ 
イマー作動び最初に戻り、再スタートします。 

セルフタイマー作動を送中で中止するとさは、方インスイッチ 
を日 FF にするか、ドライブ亡ードを切り替えて<ださい。 







































ラーアップ慮震 



この撮影は、あ5かじめミラーを上げておを、撮影の瞬 
間にシャッターだけを作動させます。例えば云脚を使つ 
てのス□ーシャッター、望遠レンズでの撮影あるいは接 
写や複写など極めてわずかなショックでを避けたいとを 
の撮影に使います。ケープルスイッチ LA タイプとの併用 
び有効です。 


1 あ5かじめ握影したい被写体にピントを合わせ、構 
図をミ夫めまず。 


2 ミラーアップボタンを巧しまず。 

ミラーが上がったままになり、ファインダースクリー 
ンは徹び写らず、真っ暗になります。 

• ミラーアッフボタンを巧した時点でオートフオーカスと强出が 
固定されます。 

3 ケーブルスイッチのシャッターボタンを巧して撮影 
しまず。 

•ケーブルスイッチは、コンタックスケーブルスイッチ LA 夕 
イブをご使用ください。ケーブルスイッチ L タイプは使用でを 
ません。 

4 撮影び終了ずると、 S ラーび下びり S ラーアップ撮 
影が解除されまず。 

• ミラーアップ中にメインスイッチを ’’OFF~ にするか、または 
カメラを躁作せずに]日秒経過すると、ミラーが下げり S ラー 
アップ撮影が瞬除されます。 

• レンズを装着していないが態では、 S ラーアップでをません。 

• ミラーアップ撮影ではレンズを太陽に向けないでくださし、。 
シャッターおび焼け、損傷する恐れがあ0ます。 
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ホが線フイ J レム續影 



1. 露出について 

このカメラの盛出計は、赤外線フイルムについては測定 
でさません。フィルムの説明書にがつて盛出値を決定し 
て < ださい。 


2. 赤外線補正 マーク 

赤外線フィルム（赤外線撮影用フィルター使用）を使用 
してホが線撮影する場をは、一般撮影のとさとピントが 
少しずれますので、そのずれ董だけ補正が必要にな0ま 
す。レンズにはそのための赤外線補正マークび表示され 
ています。 
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〈撮影のしかた〉 

- p まず、フィルターなしでピント合わせをしまず。 

フ オーカ スモードを マニュアル’‘ M’’ にセットし、フオー 
カ スボタンを押してピント合わせを巧ってください。 ピ 
ントび含ったところでフオーカスボタンか b 指を離しま 
す。 

2 フィルターを取り付け、そのときの距離目盛を補正 
マークの位置までず5して握影しまず。 

• フィルムの説明蟹を併せてお読みください。 

















































その他 



フィルムバック使用時には、次の撮影データを自動的に 

写し込みまず。撮影の記録、整理などにご活用ください。 

1 . シャッタースピード 

2. 絞り値 

3. 盛出補正値 

4. 盛出モード 

已.レンズの種類 

6. フィルムタイプ：120または220 

• バルブ摇影のときはシかッタースピード表示のところに 
"buLb" と表示されます。 

• 写し込み位巧は、図のよラに画面外にな0ますので写真には写 
0ません。 

• 撮影データはフィルム上にある他の艾字と里なることがあ0ま 
す。 

• 多重猩出撮影時、写し込みされる茲出データは、最後に猛光さ 
れたデータになります。 

• バルブ専巧ケーブルレ U —ズソケットを使用しての撮影では、 
データの写し込みは行いません。 


夕の写し込み 



S 一 cn/osd >< S + 〇た 0 ろ 
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ケーブ 11/ スイッチソケッ 



ケーブルスイッチ（電気式） LA タイプを接続する接点で、 
霉気信号を伝え、シャッターを作動させます。 

• ケープルスイッチ（逗気式）を使う接で、ファインダーから 
目を離すオート撮影では接眼部か5入る光び測光にを涅しない 
ように、アイピースシャッターを閉じるか AEn ックをご使用 
ください。 

• コンタックスケーブルスイッチ L タイフは使用でさません。 


綜〇込みボタン 



ファインダーは常に絞り開放の状態になっていますが、 
このボタンを巧すと巧している間セツトした絞り値まで 
絞り込まれ（ファインダー内は絞り値に応じて暗くなり 
ます。）、その状態で被写巧深度や背景のぼけ具含を見る 
ことがでさます。 

• ボタンを卽すと絞り開放が谐に戻ります。 

• 絞り込みボタンを巧している間、露出は固定 （AE □ツク）さ 
れまず。 

• お出モードげ "Tv" のとさ、絞0込み作動はでさません。 
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被写巧深度について 



レンズの一般的性質として、ある被写体にピントを含ね 
せたとを、被写体自身び酷明に写るだけでなく、その前 
後にわ鮮明に写る範囲びあります。この範囲を被写巧深 
度といいます。同じレンズでの被写巧深度は次のよ5に 
変化します。 

1絞0を絞0込むほど被写巧深度び深< (前後に広<)、 
開放にするほど浅く（前褚に狭く）なります。 

ぶ被写体の距離び遠いほど被写巧深度が深く、おいほど 
浅くなります。 


③ピントををわせた被写体の體方に深く、前方に浅くな 
ります。また異なるレンズでは、焦点距離の短いレン 
ズほど深く、焦点距離の長いレンズほど浅くなります。 

被写巧深度の具体的な範囲は、個々のレンズの被写巧深 
度目盛で確認することができます。例えば8日 mm F2.0 
標準レンズで2.日 m の距離にピントを含わせ、絞りを 
F22 にセットした場をは、被写巧深度目盛22に対応す 
る距離、すなわち約1 .7m から約4,] m までピントが含5 
ことになります。 
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ア Y どー スシトツ ター 



セルフタイマーやケーブルレI」ーズを利用しての才ート 
撮影 （Av、Tv の各モード）では、ファインダー接眼部か 
5目を離しますので、接眼部か5入る光び測光に影嚮を 
およぼすことびあります。このような撮影では、アイピー 
スシャッターを利用して接眼部をしゃ閣してくださし、。 
アイピースシャッターを上にするとしゃ開されます。 


卜□ボ延長コードソケッ 



ウェストレベルファインダー使用時のストロボ撮影には 
別売アクセサリーのフラッシュブラケットを使用します。 
そのフラッシュブラケットのストロボ接続コネクターを 
接続するソケットです。 （P94) 

また、 AE プリズムファインダー使用時には、増巧スト □ 
ボ用延長コードソケットとしてご利用いたたけます。 
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コンタックス 64 日用のレンズとほぼ同等の画角（焦点距 
離）は、3日 mm 用レンズでは対比表のよラになります。 
撮影の参考にしてください。 

またスト□ボ極驗するとさは、対比表を参考にズームス 
卜□ボの照射角（ズーム目盛）をセットしてください。 

コンタックス TLA スト□ボの照射角（スーム目盛）は3日 mm 
カメラ用として画角（焦点距離）表示されていますのでご注 
意ください。また、コンタックス64日と3己 mm カメラでは、 
拖影画面の溫横比び異なりますので、コンタックス目4已でス 
卜□ボ撮影するとさは充分な配光を得るために、スト□ボの 
照射角をご使用のレンス焦点距離に対して1段広角 （1 段短 
い焦点距離）にセットしてください。（対比表は1段広角にな 
つています。） 

• スト□ボの照射角固定タイフの場合は、対比表の照射角セット 
値またはその値より広角（短い焦点距離）のちのをご使用<だ 
さい。狹角のちのを使用すると画面周辺光里び落ちます。 
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■レンス 極角およびスト□ボ照射角対比表 ■ 


コンタックス64已 

3 已 mm カメラ巧レ 

スト□ボ照射ち 

用レンス焦点距潍 

ンス焦点距が 

セット値 
(3 日 mm 巧 篇) 

3巳 mm 

21 mm 

—- 

4巳 mm 

28 mm 

24 mnn 

扫 0 mm 

巳 Omm 

3巳 mm 

1 20 mnn 

7巳 mm 

巳 Omm 

MOmm 

8日 mm 

/Omm 

210 mm 

13己 mm 

100 mm 



このカメラには、：欠の表のよラに、3項目の"カスタム機能"を搭載しています。お買い上げ時は、標準的な臟能（内 
容塞号の標準設定 "□□’’） にセットしてあります。（この取扱説明書ではのが態を説明しています。） 

カスタム機能を変更したい場合は当社サービスステー ション にお持ちください。。 


• カスタム槪能をセットするとカメラの機能や操作手順び変わります。下記の表をよくお,,売みいたださ、正しくご使用ください。 

〈カスタム機能一覧表〉 


内容ま号 



巧能き号 

標準設定 (00) 

変更設定 （01) 

1 : A • B • C 巧お順巧 

摇影順序び、スタンダード-►才ーバー 

播お 順序が、オーバ —- ■■スタンダードーアンダー。 

の切り替え 

ーアンダー。 


2 : AE □ツクのちま 

メインスイッチを動かして " AEL - 

シぉツターボタンを半巧ししている間、 AE □ツク 


にセットする。 

する。（スト□ボ巧謂完了時を除く) 


(連続 AE □ック） 

♦ メインスイツチによる連続 AED ツク時は連続 AE □ツクび 
樓先します。 

3： 測距範四の切り皆 
无 

C ] の髓囲で才ートフォーカスを行う。 

の’‘の範囲でオートフォーカスを行う。 


现竞アクセサリー 





CONTAX TLA360 ストロボ 



ガイドナンバ ー3 日 （3 已 mm カメラ用に日1日0‘3已 mm 
レンズ画角カバー時）の、ク U ップオンタイプの TTL 自 
動調光ち式パワーズームオートスト□ボです。スト□ボ 
才ートセットの磯能を備えていますので、コンタックス 
日4己と組み合わせると、従来の TTL オートスト□ボの磯 
能に加えて次の六つの機能をちった使いやすいスト□ボ 
です。 


• TLA 360 取.巧説明童の。巧明は、3己 mm カメラ （3 已 mm フィル 
ムヴイズ、撮影画面ヴイズ： 24 x 36 mm ) 用のレンズ焦点距 
部でぶ明してありますのでごま冨< ださし、 



• これ5の機能は、 AE フリズムファインダー上部のアクセヴ I 」 
ーシューに直接スト□ボを取0付けた場ちにお使いいただけま 
す。 

TLA 延長コードや TTL 惜灼システムを利用して、カメラのアク 
セヴ1」ーシューか5離して使用するとさは、スト n ポオートセ 
ット機能は働をません。 

• スト□ポオートセット機能を備えた当な TLA スト n ボはスト □ 
ボ取り付け脚の接点げ5窗所になっています。 
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<1. オートセット機能〉 


お能 

フイルム巧度の 

絞り値の 

ストロボ} i 影モード 

自動セット 

自動セット 

TTL 才ート 

〇 

〇 

外部測光オート 

〇 

X 

マニュアル 

〇 

〇 

マルチ発光 

〇 

〇 


〇:カメラ側の t ットによりスト□ボにも自動 t ットします。 
X :スト□ボには自動 t ットさ打ません。 
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〈2.照射角のオートセット〉 

カメラに取0付けたレンズの焦点距離にをわせて、自動 
的にスト□ボの照射角びセットされます。 

■セッ トのしかた 

カメラのアクセサリーシユーにスト□ボを取り付け、ス 
卜□ボの電源を "ON" にするとカメラに取り付けたレン 
ズに台わせてスト□ボの照射角が自動的にセットされま 
す。 

このとさスト□ボの表示パネルには、自動セットされた 
照射角び3已 mm 用レンズの焦点距離で表示されます。 



















■TLA3 巨 0 の表示 ■ 


取付レンズ 

TLA 360 の表示 

デイスタゴン T *3 己 mm / F 3 .日 

AUTO ZOOM 24 mm 
(但し周辺は光置ダウンします。) 

デイスタゴン T *4 己 mm / F 2.8 

AUTO ZOOM 24 mm 

フラナー T *8 日 mm / F 2 

AUTO ZOOM 3 己 mm 

アボマク□プラナー 

T * 1 20 mm / F 4 

AUTO ZOOM 己 0 mm 

ゾナー T *14 日 mm / F 2.8 

AUTO ZOOM 70 mm 

ソナー T * 210 mm / F 4 

AUTO ZOOM 8 己 mm 


また、スト□ボの表示げ " AUT 日 ZOOM " のとをレン 
ズを交換すると、交換したレンズに合わせて照射角び再 
セツ h ごれます。 


<3. 照射角の手動セット> 

スト□ボのズームボタンを巧すと、手動セットになりま 
す。ズームポタンを巧すごとに Z 日日 M 焦点距離が'切り暫 
わりますので、希望の焦点距離を表示パネルに表示しま 
す。 


• 表示パネルに表示されるレンズの焦点距離は、 3 已 mm 対応値 
になりますのでごま意ください。 P 7 目の巧比表を目安にして 
セツトしてください。 


TLA スト□ボ照が角セツト時のごまち 

TLA スト□ボの照射角（ズーム目盛）は、 3 己 mm カメラ用 
として画角（焦点距離）表示されます。またコンタックス 
目 4 已と 3 日 mm カメラとはレンズの画角や撮影画面の縦横比び 

異なります。 スト□ボ活おずるとをは必ず P 76 の巧比表に 
従って、スト□ポの照が角をセットしてください。 
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〈4. ストロボ光量の補正 > 

"TTL 才ートスト□ボ撮影" モー ドで巧います。他の モー 
ドでは、 補正することびでをません。 

♦ 補正は一 3 EV 〜 +1 EV の節囲で1/3ステッフごとに巧えます。 
• ストロボの補正は、カメラの露出補正の値を基準にして発光蛋 
を補正します。たとえば、カメラの露出補正を‘+1"、スト 
□ボ側の補正を ’’+ r とすると、スト□ボの発光墨は + 2 EV 
になります。 


1スト□ボの " SEL " ボタンを巧しまず。 


•スト□ボの表示パネルに補正目盛び表示され、"+/~-マーク 
び点滅します。 

2 スト□ボの"アップ/ダウンボタンを巧し 
て補正目盛を希望ずる値にしまず。 
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3 再度 " SEL " ボタンを巧します。 

" + マークび点'灯表示になり、補正のセットが 

完了です。 

• スト□ボ表示バネルの補正目盛は、スト□ボ側の補正置を表示 
します。 

• スト□ボ側の補正董が "0" (補正しない）とさは、8秒縷に補 
正目盛は消なします。 

〈己."才ート OFF "、 "才ート ON " 機能〉 

ストロボの電源スイッチを"才ート OFF' にセットした 
とき、ストロボの電源げ力ラの電源 "OFF" から約8日 
秒で自動的に日 FF になります。また力ラの電源を "ON ‘ 
させることで"オート ON" になり、スト□ボの充電が開 
始されます。 

長時間のスト□ボ撮影時、省輩効果びあります。 



〈6. シューストッパー > 

TLA360 の"取り付け脚"には、スト□ボび不用意に力 
メラか5はずれないよラにシューストッパー（抜け防止 
蝶檔）びついています。 

カメラの取り巧け、取りはずしの際は必ず"取り付け脚" 
の指標にシュー□ックリングの指標を含わせてから巧つ 
てください。 


※上記のほかにも多くの特徴を持つたスト□ボですので、 
TLA 360の恥及説明きを併せてご割こなり、多衫なストロボ 
攜影をお楽しみください。 
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ウェストレベルフアイン ダー 
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〈取り付け> <巧りはずし> <フードの起こしかた> <フードのたたみかた〉 

取巧指標 




〈取り付け〉 

ファインダー取付指標をカメラボディの取付指標に 
合わせて、はめ込みます。 

ファインダーを前方へ"カチッ"と音びしてロック 
するまでスライドします。 

• ウェストレベルファインダーの画像は実際の被写体に巧して左 
ち逆になります。フレーミンヴの際ごま怠ください。 

• ウェストレベルファインターを装着すると測光方式はスポット 
測光になります。 

• 周囲の強い光がウェストレベルファインダ…巧に入ると、正し 
い!!出が得 b れない場をびあります。 

• スト□ボ撮影には別売のフラッシュブラケット ( P 94) をご 
利用 < ださい。 


<取りはずし〉 

ファインダー取りはずしレバーを矢印方向に回し、ファ 
インターをを方にスライドさせて取りはずします。 

• ファインター取りはずしレバーは自動的に元の位置に戻りま 
す。 

〈フードの起こしかた/たたみかた〉 

①フード起こしつまみを矢印方向に起こすと開きます。 
③フードの兩側面板を巧側へ巧し込ホ、フード起こしつ 
まみを矢印方向に倒してしてたたみます。 

• ルーべが起きた状態ではたためまはん。 




















〈ルーペの起こしかた、たたみかた〉 

ルーペ起こしボタンを内側へ押すとルーペが起きあびり 
ます。 

ルーペをたたむときは、ルーペフレームを指で矢印ち向 
にカチッと□ックされるまで押し下げます。 

〈視度調舊〉 

視度調整は、別売のルーペ用視度補正レンズとルーペを 
交換して行います。 

♦視度補正レンズはディオプターレンズ MFW タイプ[一 3 D 
(ディオプター)、一2 D 、一1,已0、日 D 、+1 D 、+2 D の白種類] 
をご使用ください。（標準装備ルーペは 一1 .己 D ) 


。レーぺの巧巧〉 


ルーぺまたは 
視度補正レン 
ズの白点 



。レーぺの交換〉 

①フードの両側面を押さえてルーペフレームが下びらな 
いよラにして、ルーペの白点を矢印ち向へ回して、ルー 
ぺフレームの白点に台わせて取0はずします。 

をルーペ用視度補正レンズの白点をルーペフレームの白 
点に合わせてはめ込み、矢印ち巧に止まるところまで 
回して固定します。 


85 









2SOJ r キユーム フイ山ムインサー 



フィルムの平面性は面積が大きくなるほど維持すること 
が難しくなります。特に、明るいレンズでの開放絞りで 
は焦点深度が極端に浅<なり、その際にフィルムのわず 
かな凹凸がピントに悪影嚮をちえます。フィルム装憤す 
るバキュームフィルムインサートに1」アルタイムバキュ 
—ム機構を採用することにより常に安定したフィルムコ 
ンディションが得られ、ちむして撮影することができま 
す。1」アルタイムバキューム機褐は、シャッターの先留 
走行直前にフィルムを圧板に吸引し、後幕走行後に吸引 
状態を解除する機福で " Av 、 Tv . M 、 X "の各モードで 
作動します。 
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22日タイブフィルム専用です。12日タイフのフィルムは、遮 
光紙がフィルム背面にあるので、フィルムを做弓 I することはで 
さません。 

施出モード"巨’（バルブ）では峨引しません。 

フィルム装蜡方法は12日/22日フィルムインヴートと同じで 
す。 （ P 27 参照） 








ボラ□イドバック 




ポラ□イドフィルム巧のバックです。ポラ□イドフィル 
ムは、カラーまたは白黒写真が短時間で仕上がりますの 
で、ライティングや構図およびピント等を前わってポラ 
□イド写真で確認後、正式の撮影を行ラことびでさます。 
また、急を要する写真にわごま巧<ださい。 

取り巧いはポラ□イドバックに同個の取巧説明書をご覧 
<ださし、。 


• ボラ□イドフィルムバックがカメラを王脚に正しく取りがけら 
れないときは、 P 目4のクイックシューアタフターを併用して 
ください。 


〈主な仕様〉 

対応フイルム： ポラ□イドインスタントフイルム 
8.己 XI 日. 8 cm (スタンダードシ U - 
ズ） 

ポラカラープ0100、ポラバンプ □ 
100. タイプ目 67、 タイプ目目 9 他 


撮影画面サイズ： 41 .己 X 己目 mm 
サイズ ：172 .己（幅） X 1 18 .己（高さ） X 3 目.日 

(奧行さ） mm 
質置 ： 400呂 


* 仕様’外観の一部を予告な<変更することびあ0ますのでご了 
承 < ださい。 
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CONTAX バッテリーホルダ ~ MP'l (グリップペルト巧) 



バッテリー 7n ルタ‘一 MP-1 は CONTAX 64己のクリップ 
と交換して取り付け、単3形アルカリ乾電池または 
2CR5 (6VU チウム電池）でカメラを作動させるための 
専用アクセヴI」一です。フィルム撮影本数が増えさらに 
次のよラな特長ちあ0ますので、ご活用<ださい。 

〈特長〉 

ぶグ U ップ性を堇視したバッテリーホルダーで、縦位置 
でちしっか〇グ U ップでさます。 


③縦位置撮影のためのシャッターボタンとフオーカスボ 
タンを装備しています。また誤操作を防ぐために□ッ 
ク機墙が付いています。 

⑤バッテ U— は1.己V単3アルカ U 乾霞池4本と 2CR 己 
(6V リチウム電池）を装慎でき、使用バッテ U —を切 
0曾えスイッチで選びます。 

• 片方の’遇池客壺がなくなると、バッテ U- お告 マークが点滅し 
ます。そのとさはもう一方のお池に切り替えると、そのまま描 
接を継続でさまず。 

• 単3形乾逗弛はバッテリーホルターをカメラ本体に取り付けた 
まま、暫池交換びでさます。 
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〈取り巧けかた > 

カメラのグリップ兼バッテリーホルダーを取りはず 
しまず。 

グリップ部を差し込んで入れ、カメラボディの云脚 
取り巧け巧に取り付けまず。 

■主な仕様 

電源： ] .己 V 単3おアルカ1」乾里池4本または 2 CR 己（1」 
チウム電池）1本/スイッチで切り替え、同時装 
着可能、グ U ップベルト付 
寸法： 141 ( 幅） X 10日情さ） X 日9 (奧巧さ ） mm 
質 S : 330旨（グリップベルト-電池別） 


■使用里池と攝影本数 

(12 日タイプ、常遍、新品堪池使用、当巧撮影基準による。) 


バッテリー挂巧 巧影本な 

1.己 V 単3おアルカリ乾谭池4本 約8本 

1ぶソ単3おニッカド電池4本 約12本 

2 CR 5 (已\/リチクム 逗 ミを）1本 約3。本 


• ニッカド道池はフル巧電して使用したとき。 

•ぶ仕様-が頤の一部を予告なく変更することがありますのでご了 
?巧ください。 
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CONTAXJ IV -/ r ック P—s 
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パワーパック P- 創ま、 1 .己 V 単 3 あ乾電池 4 本、または 
1 .2V 単3おニッカド霉池4本を使巧するが部霉源です。 
寒冷地など、気温の低い場所で、寒さの影響による電池 
の低下を防ぐために、カメラのが部で電源を保温しなが 
5撮影するために利用します。 

〈取り付けかた〉 

1 . パワーパック P -8 に載せを装填しまず。 

:1;パワーパック P-8 に付歷しているバッテ1」ーケースに、 
表おに従って単3お電池4本を入れ P-8 本体に取り付け 
ます。 

③ P-8 本体をジャケット（ケース）に入れます。 


吕.パワーパック P -8 のコード先端のプラグを、パ部電源 
ソケットに差し込みまず。 

• 撮影の際に、パワーパックを防寒具の内側などに入れると、よ 
り保温の効果をおゆることができます。 

• 發池を交換するとさは、種類の違うものやちいものを混ぜたり 
しないで、4本とも同じ種類の新品涅池を同時に交換してくだ 
さし、。 

• パワーパ、シクを長時間使用しないとさは、猩池の漏液を防ぐた 
め、バッテリーケースか5ぶ池を取0はずしておいてくださし、 
• 接続コードの取0はずしは、コードを引っばらずにプラグ部を 
持って行ってください。 

■ P -8 の仕様 

構成：パワーパック本体、バッテ1」ーケース、ジャケッ 
卜（ストラップ付さ）、コードの長さ： ] .己 m 
電源：1.己V単3形乾電池4本、または1ぶV単3形ニッカ 
ド里池4本（単3おマンガン乾電池は里池容墨がかない 
ためご使用になれません。） 

■ 使用耍池と握影本数 

(120 タイフ I 、常温、新品霉池谏用、当社撮影基準による） 

バッテリー 径巧 掩巧本が 

1.已 V 単3形アルカリ乾載を4本 約8本 

1ぶソ単3お二1ンカド覃池4本 約に本 

• ニッカド 里 池はフル充獨して使用したとさ。 

娘仕様-外観の一部を予告なく変更することびあ0ますのでご了 
承くださし、。 



CONTAX ケーブルスイッチ 



ケーブルスイッチ LA タイプは、兰脚などを利用しての接 
写や望遠撮影、あるいはカメラか5離れてシャッターを 
切るときに使用します。特に接写や望遠撮影ではシャッ 
夕一時のカメラぶれを防ぐことがでさます。 

また長時間麗光や連続撮嚴に便利なスライドスイッチを 
設けてあります。 


〈取り付け〉 

ケープルスイッチのプラクをカメラのケープルスイッチ 
ソケットに差し込みます。 


〈撮影> 

ケーブルスイッチのシャッターボタンを押すと、カメラ 
のシャッターボタンと同じ慟さをします。半押しで測距- 
測光•フオーカス□ック等、全押しでシャッターび切れて 
撮影が行われます。 

長時間露光または連続撮影を行うときは、スライドスイッ 
チを利用すると便利です。スイッチを手前に引くと 
(ホい指標が見えます）、その間シャッターげ作動を続け、 
元に戻すとシヤッターが閉じて撮影が終わ0ます。 
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フザーカシンクスクソーン 





MFS -1 


MFS -2 


[ 0 ] 


MFS -3 

CONTAX 目4已用のフォーカシングスク U- ンは、 MFS- 
し2、3の3種類び用意されており、撮影目的や用途に 
応じて交換することびできます。 

フォーカシングスクI」ーンにはオートフォーカス範囲、 
およびスポット測光範囲び表示されています （P2 日参 
照)。 
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MFS -1 (水平スプリット/マイク□プリズム式） 

中央のスプ U ット部、そのが周のマイク□プ U ズム部、 
周辺のマット部の3つの部分でピントを合わせることび 
でさます。 

MFS-1 の測距、測光範国は次のよ5になります。 
オートフォーカス範囲： [] の枠内 
スポット測光範囲： マイク□プ U ズム部が側の円と 

内側の円の中間（約^己已 mm) 
の円内 

* 表示はあ0ません。 


MFS -2 (全面マツト式） 

標準装備品。全面をマットげにしたスクリーンで一般撮 
影に適しています。 

MFS -3 (方眼マット式） 

全面マツト式に]日 mm 間隔のち眼を入れたスクリーンで 
す。特にオートべ□ーズを使用してのアオ U 撮影、ある 
いは複写など厳密に構図を;'夫定するときに適しています。 







① ③ 



® スク u —ン押さえバネ 



〈フオーカシングスクリーンの交換のしかた〉 

1 . フオー カシングスクリーンの取りはずし 

① ファインダーを取りはずします。 （P]4 参照） 

② スクリーン枠つまみをつまんで静かに上へ引き上げフ 
オーカシングスク U —ンを取りはずします。 

• 取0はずしたスクリーンは、ケース巧の酒に立てておくとミちれ 
やおをつけるむ配がありません。 

2. フオーカシングスクリーンの取り付け 

③ フオー カシングスク U —ンの端面を、スクリーン押さ 
えパネの下へ差し込みます。 

• スクリーン押さえパネを直接押したり曲げたりすると、カメラ 
破損の原因にな0ます。 


④そのまま静かに止まるところまで巧し下げます。これ 
で取り付けは完了です。 

• フオーカシンクスクI」ーンの交換は、ミラー面およびスクI」一 
ンにおや指紋をつけないよラに;主百しでください。 

• スクリーンにごみがついたときは、ブ□ワーで輕く吹き飛ばす 
か、菜らかいレンズ刷毛で鞋く化ってください。 

• 使わないフオーカシングスクI」ーンは、スクI」ーンケース内に 
収納しておいてください。 


93 






クイックシ： L— アダブタ ~フラッシュブラケッ 



カメラを兰脚に素早く取り巧け/取り 
はずしするためのアタ‘プターです。 
取り扱いはクイックシューアタ’プター 
に同晒の取扱説明書をご芭ください。 


ウェストレベルファインダー使用時、コンタックス TLA フラッシュシステ 
ムと組み合わせると、 TTL オートスト□ボ撮影がでさます。また、左手用 
グリップとしてあるいは両手でしっかり構えてシャッターを切りたいとさ 
に使用します。 


〈取り付けかた〉 

①フラッシュブラケットのカメラ固定ネジをカメラの兰脚取り付け巧にし 
つかりねじ込み固定します。 

③スト□ボ接続コネクターを力;/ラのスト□ボ延長コードソケットに、シ 
ャッター接続プラグをカメラのケープルスイッチソケットに接続します。 
⑤アクセサ IJ- シューに TLA スト□ボを取り付けます。 

• 兰脚を使用するときは、吉脚取り巧け巧をご利用ください。 
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主な仕様 


型式 

画面サイズ 
レンズマウント 
シャッターお式 
シャツター スピード 


シンク□巧点 

セルフタイマー 
シヤッターレリース 


涅出制御 


測光ち式 


測巧連動巧囲 

(ISO 100, F2) 


:日 X4 .己 cm 判フオーカルフレンシャッター式 
AF —眼レフカメラ 
已 6mmx4] .5mm 
コンタックス日4己マウント 
縱走行フオーカルプレンシャッター 
Av (才 一S) : 32巧〜]/4000お、 

Tv (設定）：呂秒〜1/4000秒 
マ:！ュアル：巨、X (1/90 秒）、メカバルブ、 
呂巧〜]/4000秒 

:X接点 （1/1 2己秒し;^下で同調）夕’イレクト 
接点、およびシンク□ターミナル巧を 
:潭子式、作動時間2秒、]0砂'の2早!！ 

:’堅子レ U —ズち式、苗用ケーブルレ U- ズソ 
ケット付、バルブ専用ケーフルレリーズソケッ 
卜巧 

:①絞り粒先才ート您 1 シャッター蜡先オート 
③マニュアル驢出任 TTL オートスト□ボ 
⑥ブレ発光 TTL オートスト□ボぶプレ発光 
TTL 測光マニュアルスト□ボ 
: TTL スボット測光（標準装備） 

中央重点平均測光（ブ U ズムファインダー装 
着時） 

プレフラッシュ TTL 測光 
:スボット測光 ： E\/3 〜1目 
中央重点平均測光： EV1 〜 2] 


フィルム感度連動巧囲 

:バーコードによる自動設定時 


AE □ック 
狂出補正 

A * B * C 機括 

ISO 2己〜己000 

マニュアル設定時： ISO 6〜6400 
像面光量記憶ち式 

+2EV 〜- 2EV り/3ステップで設定巧能） 

A ’ B • C レノ く一の設定による誕出補正幅±0.已 


EV/±] EV 
スト□ポ調光連動ち式 

: TTL ダイレクト調光ち式 

スト□ボ同調 ：専用スト□ボの充逗完了によりシャッタース 

ピード自動切り曾え 

スト□ボオートセツト巧能 


を幕シンク □ 

;スト□ボオートセット機能付を当社スト□ボ 
と組み含わせることにより可能 
:摧惡シンク□撒能のある当社スト□ボと組み 
含わせることにより可能 

ファインダー 

:交換式 TTL ファインタ‘一 (AE ブ1」ズムファイ 
ンダー、ウェストレベルファインダー） 

視野率 . 9已％ 

AE プ1」ズムファインダー装着時： 

倍率 . 0.目倍 

(目 0mm 標準レンズ無限遠、視度一 1D のと 
さ） 

視度補正 

: AE ブ U ズムファインダー装着時： 

視度補正機構内藏、補正範囲一 2D 〜+ 1D 
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フォー カシングスクリーン 

:全面マット式を標準装備 
スク1」ーン交換可能 

ファインダー巧表示： バッテ U - 巧告マーク、フィルムカウンター/‘ 
セルフタイマー残り時間,,/ A ‘日’ C 表示.'フィル 
ム終了表示、測光マーク、スト□ボマーク、含 
焦マーク、絞り植、シャッタースピード、經出 
木ーター 

フィルム装頃 :スタート位置マーク含わせによるセ S オート □ 

ーデインク、フイルムカウンター " or までの 


フィルム巻を上げ： 
フィルムきを取り： 


ドライブモード 
を重な出 
巻き上げ速度 


フイルムカウンター 
アクセサリーシュー 
データ記録お能 


空ぶり磯梢巧を 

巧蔵モーターによる自動巻き上げ 
巧廚モーターによる自動普を取り、途中巻を取 
り可能 

] コマ、連続、セルフタイマーにが、10巧） 

を重落出レバーによるセット 

連続櫃お（で’モード）最高1.日コマ/砂（新品 

逗池使巧、常溫、当社播お基準による） 

自動復元順爱式 

ダイレクト X 接点 （ TLA スト n ボ連動接点巧） 
画面がに描撰データを記録する,:， 

記録内容：絞0値、シャッタースピード、忽出 
補正値、お出モード、レンズの種類、フイルム 


タイプ 
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取原 

バッテリーチェック 
フィルム活が本が 

:日 VU チウム屯池 （2 CR 日）1個使用 
自動チェック式、ファインダー内に表示 
:120タイフフィルム約3□本 
(新品單池使用、常湿、当社 攝影 基準による） 

その他 

絞り込みボタン付 
ミラーアップ槪墙巧 

ホ 去、 質量 

:1;力;^ラボディ 

141 im ) X 目日（なさ） X 73 (與行を ） mm 

64日吕偶池別） 

: : 2 , AE フ U スムフアインダー、フィルムバックホ 
ルタ'-、120/22日フィルムインヴート装着時 

141 ( 幅） X 138.己偶さ） X 1 45.5 (與行き ) mm 
1.370吕懼池別） 


ぷ‘仕様-外観の一部を予告な<変更することがあ0ますのでご了 
巧 < ださし、。 

本製品の機能をフルに活用していただくためにも、交換レン 
ズ、およびアクセヴ U —類は当社製品のご使用をおすすめし 
ます。コンタックス用として巿版されている{也社商品を使用 
して生じた事故や故障については、当社では保証いたしかね 
ます。 





ストラップの取り巧けかた 


① 



で図のよラにストラップを取り付け金具に通します。 

を取0付け金具の n ックボタンを押しなが5取0付けダ 
イ节ルを矢印ち向に回し、指標を合わせます。 

ぶ取り巧け金具の取り付け巧ををカメラの吊0金具には 
め込み矢印ち向にスライドさせます。 

④ 取りイ寸け夕‘イ节ルを矢印ち向に戻して固定します。 

⑤ 取りはずしは半の操作を巧い、ぶの逆の手順で抜き取 
0ます。 


• ストラツフの長さは留め具で調節してください。 

• ストラツブ取り巧け楽ストラツフを引っ張り、確実に固定され 
ていることを確詔してください。 
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娜のを祿 


アイ ビース シャツ ター (P7 日) 


ファインダー取りはずし 
レバ— (P14) 

フィルムバック□ック 
ボタン (P13) 


ドライブモードダイヤル ー1 
(P31) 

吊りを具 (P97) 


S ラーアツブボタン （ P 69) 

引きふた差し込み □ (P13) 

フィルム感度ダイヤル （P2 巨） 

フィルム感度□ック稱除ボタン （P26) 
途中巻き助りボタン (P33) 


アイカップ F- 巨 （P] 曰） 

ファインダー接眼部 
フスーカスダイヤル （P36) 
フォーカスボタン （P35) 
襄ぶた 
メモホルダー 
蚕ぶた開放ノブ (P27) 



引きふたポケット (P13) 
バッテ U —室着脱ノブ (P17) 
外部里源ソケット （P9 日） 

多重巧出レバー (P67) 

多重巧出レノ V—□ックボタン 

兰脚取り巧け巧 

シンクロターミナル CP6 曰） 

スト□ボ延長〕ードソケット (P94) 
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